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　ここは野寄町地内にある八剱社。私の家から
も程近く、子どものころよくここで遊んだこと
を思い出す。今はここで遊ぶ子どもの姿を見か
けることもめっきり少なくなった。 
　散歩がてらに立ち寄ったある日の午後、久し
ぶりに境内に足を踏み入れる。藤や杉、桧、楠
木の古木が昔と変わらず私を迎えてくれる。子
どものころの記憶に誘いながら。 

　そのころはまだ若い木だったメタセコイヤや
銀杏の木も、ひとかかえもあるほどの大木に成
長し、根を張り、葉を繁らせている。晴れ渡っ
た秋の日の透明な光が樹間から射し込み、銀杏
の葉を照らす。ほの暗い杜の空間に、そこだけ
が黄色く燃え立ったかのように浮かびあがって
いる。秋の風情を一層掻きたてながら。 

美術家　秋田光彦 
 

【２００８岩倉の杜●～野寄町八剱社～】

市の花／つつじ 

ひのき くすの 

き か 

い　ちょう 
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２１ フォトニュース 
第４１回岩倉市民体育祭、交通安全・ 
防犯街頭啓発活動 

避難するとき 

知っておきたい防災知識 ２０ 

家族のだんらんでもちょこっとの 
工夫を 

ちょこっとeco ２０ 

病休 

男女共同参画をめざして １１ 

周囲の人が健康被害を受ける受動 
喫煙を防ごう！ 

保健師すこやか日誌 １１ 

岩
倉
市
は 

　
・
交
通
安
全
都
市
宣
言（
昭
和
３７
年
１
月
２７
日
） 

　
・
環
境
保
全
都
市
宣
言（
昭
和
４６
年
１１
月
１５
日
） 

　
・
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言（
平
成
７
年
１２
月
２０
日
） 

　
・
安
全
・
安
心
な
ま
ち
宣
言（
平
成
１６
年
１２
月
６
日
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ま
ち
で
す 悠久の時を刻みながら流れる五条川　多くの文化遺産 

私たちは　この自然と伝統に恵まれた岩倉を愛し 
調和のとれたまちづくりをめざして市民憲章を定めます 

小さなまちから大きな夢を 
岩倉市民憲章  
（平成３年１２月１日制定） 

広げよう　愛　ふれ合い　みんなの和　（家族仲間の和を願って） 

育てよう　心　からだ　みんなの健康　（市民一人一人の幸せを願って） 

高めよう　文化　芸術　みんなの暮らし　（生活の質の向上を願って） 

守ろう　自然　環境　みんなの地球　（かけがえのない地球の存続を願って） 

つくろう　人　まち　みんなの未来　（豊かな社会の実現を願って） 

暮らしのガイド １２ 

…３ 
…３ 
…３ 
 

…４ 
 

…５ 
 

…５ 
…５ 
…５ 
 

…６ 
…６ 
…７ 
 

…７ 
…７ 
 

…８ 
 

…９ 
…１０ 

市政の窓 ３ 
岩倉市長選挙の啓発標語募集 
平成２１年度保育園の入園申し込み受付 
難病患者等の家庭にヘルパーを派遣 
住民税の公的年金からの特別徴収
制度が始まります 
「岩倉市災害時要援護者名簿」へ
の登録はお済みですか 
平成２１年・２２年度岩倉市社会教育
関係団体の登録申請受付 
環境影響評価方法書を縦覧します 
男女共同参画啓発ポスター優秀作品 
市税の納税には、安全で便利な口
座振替をご利用ください 
ご存知ですか？　「識別表示」 
浄化槽の維持管理 
自然生態園の池の底干しと魚のつ
かみどり 
多重債務者相談 
１２月使用分から水道料金が一部改
定されます 
安全でおいしい水をお届けしてい
ます 
秋の全国火災予防運動 

催し １２ 
歌謡舞踊 
あゆみの家講演会 
史跡公園月釜　ほか 

募集 １３ 
ソフトテニス大会参加者 
少年少女ソフトボール教室参加者 
市民フットサル大会参加者　ほか 

健康 １５ 
６５歳節目歯科健康診査～歯ッスル健診～ 
高血圧予防の栄養教室 
いきいき女性のフィットネス 
膠原病難病患者・家族教室 

講座・教室 １４ 
「いのちの大切さ」講座 

相談・その他 １５ 
青少年健全育成県民運動 
１１月９日は「１１９番の日」 
車に乗ったら前も後ろも、まずシート 
ベルト！　ほか 

１９ 
Departamento de Informações
ポルトガル語情報コーナー 

▲１０月１日、岩倉駅東駅前

広場が完成し、利用できるよ

うになりました。 



　
平
成
２１
年
１
月
２８
日
任
期
満
了
に
伴
う

岩
倉
市
長
選
挙
が
平
成
２１
年
１
月
２５
日
a

に
執
行
さ
れ
ま
す
。
 

　
市
長
選
挙
へ
の
投
票
を
呼
び
か
け
る
た

め
標
語
を
募
集
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
応

募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

●
内
容
　
平
成
２１
年
１
月
２５
日
a
投
票
の

岩
倉
市
長
選
挙
の
投
票
参
加
を
呼
び
か
け

る
も
の
 

●
応
募
資
格
　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
 

●
応
募
点
数
　
応
募
作
品
は
１
人
何
点
で

も
構
い
ま
せ
ん
が
、
入
賞
作
品
は
１
人
１

点
と
し
ま
す
。
 

●
応
募
方
法
　
官
製
は
が
き
に
、
応
募
作

品
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
岩
倉

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
〒
４
８
２

‐
８
６
８
６
〔
住
所
不
要
〕
）
ま
で
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
ま
た
、
岩
倉
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ア
ド
レ

ス
裏
表
紙
参
照
）
か
ら
も
応
募
で
き
ま
す
。
 

●
応
募
期
限
　
１１
月
１４
日
f
（
当
日
消
印

有
効
）
 

●
入
賞
　
最
優
秀
作
品
１
点
、
優
秀
作
品

５
点
 

●
発
表
　
入
賞
者
に
は
、
直
接
本
人
あ
て

に
通
知
し
ま
す
（
粗
品
進
呈
）
。
 

●
問
合
先
　
岩
倉
市
選
挙
管
理
委
員
会

（
q
３
８
‐
５
８
０
４
）
ま
で
。
 

      　
岩
倉
市
で
は
、
平
成
２１
年
４
月
１
日
保

育
園
入
園
申
し
込
み
の
受
付
と
面
接
を
受

付
日
程
表
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
 

　
提
出
書
類
「
保
育
園
入
園
申
込
書
と
添

付
書
類
」
を
ご
持
参
し
て
、
お
子
さ
ん
と

ご
一
緒
に
入
園
を
希
望
す
る
保
育
園
へ
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
詳
細
は
、
広
報
い
わ
く
ら
１０
月

１５
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
先
　
児
童
課
児
童
係
（
q
３
８
‐

５
８
１
０
）
ま
で
。
 

      　
難
病
な
ど
の
た
め
日
常
生
活
に
支
障
が

あ
る
家
庭
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し

ま
す
。
 

●
対
象
者
　
特
定
疾
患
調
査
研
究
事
業
の

対
象
に
な
っ
て
い
る
疾
患
の
患
者
、
慢
性

関
節
リ
ウ
マ
チ
患
者
　
ほ
か
 

●
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
の
内
容
　
①
入
浴
や
排

せ
つ
、
食
事
等
の
介
護
②
調
理
や
洗
濯
、

掃
除
等
の
家
事
援
助
③
生
活
等
に
関
す
る

相
談
、
助
言
 

●
費
用
　
生
計
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
人

の
前
年
度
所
得
税
額
に
応
じ
た
費
用
負
担

が
あ
り
ま
す
。
 

●
申
請
・
問
合
先
　
 

福
祉
課
福
祉
係
 

（
q
３
８
‐
５
８
 

０
９
）
ま
で
。
 

 

●
市
政
の
窓
●
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岩
倉
市
長
選
挙
の
啓
発
 

標
語
募
集
 

平
成
２１
年
度
 

保
育
園
の
入
園
申
し
込
 

み
受
付
 

難
病
患
者
等
の
家
庭
に
 

ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
 

受付日程表  

※上記日程以降は市役所２階児童課で受け付けます。 
※保育園では、平成２１年４月１日現在の年齢によってクラス編成を 
行います。 
 

受付日程 

１１/１１（火） 

１１/１２（水） 

１１/１３（木） 

１１/１４（金） 

受付面接場所 
東部保育園（大市場町順喜１１） 
仙奈保育園（東町仙奈１５８） 
南部保育園（大地町小森５） 
西部保育園（西市町二本木１９－８） 
中部保育園（本町畑中６５） 
北部保育園（石仏町稲葉１４４－２４） 
下寺保育園（下本町下寺廻１０７－１） 

電話番号 受付時間 
３７－０９１６ 
６６－２９０７ 
３７－２６０５ 
３７－３８３５ 
３７－０４１６ 
３７－２７０５ 
６６－３３０９ 

９：００～１２：００ 
１３：３０～１６：３０ 
９：００～１２：００ 
１３：３０～１６：３０ 
９：００～１２：００ 
１３：３０～１６：３０ 
９：００～１２：００ 



　今後の高齢化社会の進展に伴い、公的年金を受給する６５歳以上の人が増
加することが予想されています。このことから、公的年金受給者の納税の便
宜を図るとともに、市町村における徴収の効率化を図るため、住民税の公的
年金からの特別徴収（天引き）制度を平成２１年１０月から導入します。 
　皆さんのご理解とご協力をお願いします。 
●問合先　税務課課税第１係（q３８－５８０６）まで。 

　住民税の納税義務者のうち、前年中に公的年金の支払いを受けた人で、当
該年度の初日において、国民年金法に基づく老齢基礎年金等の支払いを受け
ている６５歳以上の人。 
　ただし、次の場合は特別徴収の対象外になります。 
①公的年金の年額が１８万円未満の人 
②介護保険の特別徴収対象被保険者でない人 
③特別徴収税額が公的年金の年額を超える人 

特別徴収を開始する年度の徴収方法 
①上半期（６月・８月）は、年税額の４分の１ずつを、６月・８月にこれまでと同様の納付書で納めていただ
きます。 
②下半期（１０月・１２月・２月）は、年税額の６分の１ずつを、１０月・１２月・２月に特別徴収により徴
収します。 

通常年度の徴収方法 
①上半期の年金支給月（４月・６月・８月）ごとに、前年度の下半期の特別徴収額の３分の１を仮徴収します。 
②下半期の年金支給月（１０月・１２月・２月）ごとに、年税額から当該年度の上半期の特別徴収額を差し引
いた額の３分の１を本徴収します。 

　公的年金の所得に対する個人住民税。 
※特別徴収の対象となる給与所得が併せてある人は、均等割額は給与から特別徴収されます。 

●
市
政
の
窓
●
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期別 

年金支給月 ４月 ６月 ８月 １０月 

年税額から仮徴 
収した額を差し 
引いた額の３分 
の１ 

年税額から仮徴 
収した額を差し 
引いた額の３分 
の１ 

年税額から仮徴 
収した額を差し 
引いた額の３分 
の１ 

前年度の下半期 
の額の３分の１ 

前年度の下半期 
の額の３分の１ 

前年度の下半期 
の額の３分の１ 

１２月 ２月 

徴収方法 普通徴収 

上半期 

６月 

年税額の４分の１ 

８月 

年税額の４分の１ 

１０月 

年税額の６分の１ 

１２月 

年税額の６分の１ 

下半期 

２月 

年税額の６分の１ 

特別徴収 

期別 

年金支給月 

徴収税額 

徴収税額 

上半期（仮徴収） 下半期（本徴収） 

平成21年 
10月から 

特別徴収の対象税額 

特別徴収の徴収方法 

特別徴収の対象者 

住民税の公的年金からの 
特別徴収制度が始まります 
住民税の公的年金からの 
特別徴収制度が始まります 
住民税の公的年金からの 
特別徴収制度が始まります 



      　
岩
倉
市
で
は
、
災
害
時
に
迅
速
に
援
護

を
必
要
と
す
る
人
（
災
害
時
要
援
護
者
）

の
命
を
守
る
た
め
、
災
害
時
要
援
護
者
名

簿
を
取
り
ま
と
め
て
い
ま
す
。
 

災
害
時
要
援
護
者
名
簿
へ
の
登
録
 

　
災
害
時
に
、
要
援
護
者
の
安
否
確
認
、

救
出
、
避
難
誘
導
を
迅
速
に
行
う
た
め
に

は
、
自
主
防
災
会
を
は
じ
め
地
域
の
関
係

団
体
等
に
援
護
を
必
要
と
し
て
い
る
人
の

情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
 

　
個
人
情
報
の
問
題
が
あ
る
た
め
、
本
人

ま
た
は
、
家
族
等
か
ら
の
申
し
出
に
よ
り

災
害
時
要
援
護
者
名
簿
に
登
録
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
対
象
と
な
る
人
で
も
申
し

出
が
な
け
れ
ば
、
名
簿
に
登
録
は
さ
れ
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
登
録
さ
れ
た
人
の
名
簿
は
、
岩

倉
市
と
各
自
主
防
災
会
で
厳
重
に
管
理
し

ま
す
。
 

●
対
象
者
　
被
災
時
に
支
援
者
の
い
な
い

次
の
①
か
ら
⑤
ま
で
の
人
 

①
介
護
保
険
で
要
介
護
３
〜
５
の
認
定
を

受
け
て
い
る
人
 

②
６５
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
 

③
身
体
障
害
者
手
帳
（
１
・
２
級
）
、
療

育
手
帳
（
Ａ
判
定
）
、
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
（
１
級
）
を
お
持
ち
の
人
 

④
日
本
語
が
理
解
で
き
な
い
外
国
人
 

⑤
①
〜
③
の
人
と
同
様
の
状
況
に
あ
る
人
 

●
登
録
受
付
場
所
　
市
役
所
市
民
窓
口

課
・
福
祉
課
・
生
き
が
い
課
・
児
童
課
、

保
健
セ
ン
タ
ー
、
消
防
署
 

●
問
合
先
　
福
祉
課
福
祉
係
（
q
３
８
‐

５
８
０
９
）
ま
で
。
 

      　
生
涯
学
習
課
で
は
、
社
会
教
育
活
動
を

積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
に
岩
倉
市
社
会

教
育
関
係
団
体
の
登
録
申
請
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
 

登
録
要
件
 

①
社
会
教
育
事
業
を
計
画
的
か
つ
、
継
続

的
に
実
施
す
る
こ
と
 

②
規
約
を
有
し
、
役
員
に
つ
い
て
の
規
定

が
あ
る
こ
と
 

③
自
己
財
源
を
有
し
、
か
つ
経
理
が
明
確

に
な
っ
て
い
る
こ
と
 

④
市
内
に
事
務
所
を
有
し
、
か
つ
主
た
る

活
動
の
場
所
が
市
内
に
あ
る
こ
と
 

⑤
構
成
員
が
１０
人
以
上
で
、
そ
の
構
成
員

が
市
内
在
住
・
在
勤
者
で
あ
る
こ
と
 

⑥
特
定
の
政
党
、
宗
教
に
関
与
し
な
い
団

体
お
よ
び
営
利
を
目
的
と
し
な
い
団
体
で

あ
る
こ
と
 

●
申
請
期
間
　
１１
月
４
日
c
〜
２８
日
f
午

前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
 

●
申
請
場
所
　
生
涯
学
習
課
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）。 

　
申
請
書
類
は
、
生
涯
学
習
課
で
用
意
し

て
い
ま
す
。
 

●
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

（
q
３
８
‐
５
８
１
９
）
ま
で
。
 

      　
愛
知
県
環
境
影
響
評
価
条
例
に
基
づ
く

小
牧
岩
倉
衛
生
組
合
環
境
セ
ン
タ
ー
ご
み

処
理
施
設
更
新
に
係
る
環
境
影
響
評
価
方

法
書
を
縦
覧
し
ま
す
。
こ
の
方
法
書
に
つ

い
て
ご
意
見
の
あ
る
人
は
、
１２
月
２４
日
d

ま
で
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
 

●
と
き
　
１１
月
１１
日
c
〜
１２
月
１０
日
d

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
午
前
８

時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分
 

●
と
こ
ろ
　
市
役
所
３
階
環
境
保
全
課
 

●
意
見
書
の
提
出
方
法
　
住
所
・
氏
名
を

明
記
の
う
え
、
小
牧
市
役
所
廃
棄
物
対
策

課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
可
）
。
 

●
意
見
書
の
提
出
・
問
合
先
　
小
牧
市
役

所
環
境
交
通
部
廃
棄
物
対
策
課
（
〒
４
８

５
‐
８
６
５
０
小
牧
市
堀
の
内
１
‐
１

q
０
５
６
８
‐
７
６
‐
１
１
８
７
）
ま
で
。
 

 

「
岩
倉
市
災
害
時
要
援
 

護
者
名
簿
」へ
の
登
録
 

は
お
済
み
で
す
か
 

●
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の
窓
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平
成
２１
年
・
２２
年
度
岩
倉
市
 

社
会
教
育
関
係
団
体
の
登
録
 

申
請
受
付
 

小
牧
岩
倉
衛
生
組
合
環
境
セ
ン
タ
ー
 

ご
み
処
理
施
設
更
新
に
係
る
 

環
境
影
響
評
価
方
法
書
を
 

縦
覧
し
ま
す
 

 

男女共同参画啓発ポスター優秀作品 
　市内の小学校４年生から中学校３年生に男女共同参画啓発のポスターを募集したところ、
３５点の応募があり、優秀作品は次のとおりでした。 
◎市長賞　　　　　　　　　　　　　　◎佳　作 
　　岩倉北小学校…小椋菜月　　　　　　　岩倉北小学校…番クラウディア貴子 
◎教育長賞　　　　　　　　　　　　　　　岩倉中学校…加藤榛華　 
　　岩倉中学校…平田史織　　　　　　　　岩倉中学校…永井みなみ 
　これらの作品は、これから作成するいろいろな啓発資料のデザインとして活用していき
ます。 
●問合先　生涯学習課生涯学習係（q３８－５８１９）まで。 

住民税の公的年金からの 
特別徴収制度が始まります 
住民税の公的年金からの 
特別徴収制度が始まります 



      　
岩
倉
市
で
は
、
市
税
や
介
護
保
険
料
な

ど
の
支
払
い
に
、
安
全
で
大
変
便
利
な
口

座
振
替
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

　
口
座
振
替
は
、
一
度
の
手
続
き
で
、
決

ま
っ
た
日
に
自
動
的
に
銀
行
な
ど
の
口
座

か
ら
支
払
い
を
す
ま
す
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

●
口
座
振
替
が
で
き
る
も
の
 

★
市
県
民
税
（
個
人
・
普
通
徴
収
分
）
 

★
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
 

★
軽
自
動
車
税
　
★
国
民
健
康
保
険
税
 

★
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
 

★
介
護
保
険
料
 

★
保
育
料
　
★
学
童
保
育
料
 

★
水
道
料
（
下
水
道
使
用
料
を
含
む
）
 

●
手
続
き
の
し
か
た
 

　
預
金
通
帳
、
預
金
通
帳
使
用
印
鑑
、
口

座
振
替
を
し
た
い
市
税
や
保
険
料
な
ど
の

領
収
書
ま
た
は
、
納
付
通
知
書
を
持
参
し
、

預
金
口
座
の
あ
る
取
扱
金
融
機
関
ま
た
は
、

市
役
所
税
務
課
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
ま
た
、
郵
便
に
よ
る
口
座
振
替
依
頼
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
 

　
た
だ
し
、
保
育
料
・
学
童
保
育
料
は
各

保
育
園
ま
た
は
、
各
児
童
館
お
よ
び
児
童

課
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
取
扱
金
融
機
関
　
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀

行
・
い
ち
い
信
用
金
庫
・
愛
知
北
農
業
協

同
組
合
・
中
京
銀
行
・
岐
阜
銀
行
・
名
古

屋
銀
行
・
十
六
銀
行
・
愛
知
銀
行
の
全
国

の
本
店
・
支
店
と
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で
す
。
 

　
た
だ
し
、
保
育
料
・
学
童
保
育
料
は
、

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で
は
取
り
扱
い
で
き
ま
せ
ん
。
 

●
振
替
期
日
 

　
申
込
日
か
ら
振
替
開
始
ま
で
に
１
か
月

の
期
間
が
必
要
で
す
。
 

　
そ
の
間
に
納
期
が
く
る
税
に
つ
い
て
は
、

お
送
り
し
ま
し
た
納
税
通
知
書
に
よ
り
、

直
接
現
金
で
納
付
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
領
収
書
が
必
要
な
人
は
、
各
担

当
課
で
領
収
書
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
先
 

★
市
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車

税
は
税
務
課
収
納
係
（
q
３
８
‐
５
８
０

６
）
ま
で
。
 

★
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
は
市
民
窓
口
課
保
険
医
療
係
（
q

３
８
‐
５
８
０
７
）
ま
で
。
 

★
介
護
保
険
料
は
生
き
が
い
課
介
護
保
険

係
（
q
３
８
‐
５
８
１
１
）
ま
で
。
 

★
保
育
料
・
学
童
保
育
料
は
児
童
課
児
童

係
（
q
３
８
‐
５
８
１
０
）
ま
で
。
 

★
水
道
料
金
（
下
水
道
使
用
料
）
は
水
道

課
業
務
係
（
q
３
８
‐
５
８
１
６
）
ま
で
。
 

市
税
の
納
税
に
は
、安
全
で
 

便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
 

用
く
だ
さ
い
 

●
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●問合先　環境保全課生活環境係（q３８－５８０８）または、清掃事務所（q６６－５９１２）まで。 

ご存じですか？　「識別表示」 
　下のようなマークをご存じでしょうか。このマークは容器包装リサイクル法に基づき、容器包装の再商
品化（リサイクル）を促進するための分別を容易にするためにつけられたものです。 
　これらのマークを正しく理解し、資源を正しく出していただきますようお願いします。 

マークの種類 説　明 

プラスチック製容器包 
装資源 
（「プラマーク」と呼ば 
れています） 

ペットボトル（清涼飲 
料、酒類、しょうゆ、 
乳飲料などの食料品） 

スチール缶 
（飲料、酒類用） 

毎月１回の分別収集に出してください（スーパーマーケ 
ットなど小売店に設置してある回収ボックスもご利用く 
ださい）。 

アルミ缶 
（飲料、酒類用） 

分　別　の　仕　方 

市指定袋（青い袋）に入れて毎週木曜日（市内南部地域） 
または毎週金曜日（市内北部地域）に、お近くの集積場 
所に当日の午前８時３０分までに出してください。 
※ペットボトルやバケツ、歯ブラシやおもちゃなどは、 
プラスチック製容器包装ではありません。ペットボトル 
は分別収集に、バケツや歯ブラシ、おもちゃなどは燃や 
してはいけないごみとして出してください。 
 



      　
家
庭
の
浄
化
槽
は
、
適
切
に
維
持
管
理

が
行
わ
れ
な
い
と
水
質
汚
濁
や
悪
臭
の
原

因
と
な
り
、
ま
た
隣
近
所
に
迷
惑
を
か
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

　
浄
化
槽
は
、
法
律
に
よ
り
保
守
点
検

（
点
検
・
修
理
な
ど
）
、
清
掃
、
法
定
検

査
（
水
質
検
査
な
ど
）
を
す
る
こ
と
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

　
浄
化
槽
の
保
守
点
検
に
つ
い
て
は
、
愛

知
県
登
録
の
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
に
依

頼
で
き
ま
す
。
登
録
業
者
は
愛
知
県
環
境

部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.pref. 

aichi.jp/kankyo/m
izu-ka/m

izu/seihai/ 

index.htm
l

）
で
検
索
す
る
か
、
愛
知
県

尾
張
県
民
事
務
所
環
境
保
全
課
（
q
０
５

２
‐
９
６
１
‐
７
２
１
１
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

　
浄
化
槽
で
は
、
し
尿
等
を
微
生
物
の
働

き
に
よ
っ
て
浄
化
し
ま
す
が
、
そ
の
際
発

生
す
る
汚
泥
の
清
掃
を
年
１
回
以
上
必
ず

行
い
ま
し
ょ
う
。
清
掃
は
、
岩
倉
市
許
可

業
者
の
㈱
ア
イ
ホ
ク
（
q
６
６
‐
２
１
１

２
）
が
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
法
定
検
査
は
、
浄
化
槽
が
正
常
に
機
能

し
て
い
る
か
総
合
的
に
判
断
す
る
た
め
の

検
査
で
す
。
こ
の
法
定
検
査
に
は
、
新
設

し
た
浄
化
槽
の
検
査
（
７
条
検
査
）
と
年

１
回
の
定
期
検
査
（
１１
条
検
査
）
が
あ
り

ま
す
。
法
定
検
査
に
つ
い
て
は
、
愛
知
県

の
指
定
検
査
機
関
で
あ
る
6
愛
知
県
浄
化

槽
協
会
（
q
０
５
２
‐
４
８
１
‐
７
１
６

０
）
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
ま
た
、
異
物
な
ど
が
浄
化
槽
に
混
入
し

て
い
ま
す
と
、
浄
化
槽
の
処
理
能
力
が
十

分
発
揮
で
き
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

異
物
な
ど
を
ト
イ
レ
や
台
所
か
ら
流
す
こ

と
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

　
水
環
境
を
守
る
た
め
に
、
浄
化
槽
の
適

切
な
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
 

●
問
合
先
　
環
境
保
全
課
環
境
啓
発
係

（
q
３
８
‐
５
８
０
８
）
ま
で
。
 

      自
然
生
態
園
の
池
の
底
干
し
 

　
自
然
生
態
園
で
は
、
水
中
の
生
き
物
の

豊
か
な
生
態
系
を
維
持
す
る
目
的
で
、
森

の
西
側
の
池
の
底
干
し
を
行
い
ま
す
。
 

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
 

●
期
間
　
１１
月
１４
日
f
〜
２３
日
a
-
 

※
底
干
し
期
間
中
は
西
側
の
池
で
は
ザ
リ

ガ
ニ
釣
り
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
東
側
の
池

で
は
、
通
常
ど
お
り
で
き
ま
す
。
 

魚
の
つ
か
み
ど
り
と
す
い
れ
ん
の

根
っ
こ
刈
り
 

　
自
然
生
態
園
の
池
の
底
干
し
に
伴
い
、

子
ど
も
に
よ
る
フ
ナ
や
ナ
マ
ズ
、
エ
ビ
な

ど
の
つ
か
み
ど
り
や
ド
ロ
ン
コ
遊
び
、
大

人
に
よ
る
す
い
れ
ん
の
根
っ
こ
刈
り
を
実

施
し
ま
す
。
 

        ●
と
き
　
１１
月
１６
日
a
午
前
１０
時
〜
正
午

（
小
雨
決
行
）
 

●
そ
の
他
 

・
事
前
の
参
加
申
し
込
み
は
、
不
要
で
す
。
 

・
池
の
中
に
入
れ
る
長
靴
ま
た
は
、
水
中

用
た
び
を
は
い
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

・
根
っ
こ
刈
り
を
さ
れ
る
人
は
カ
マ
を（
あ

れ
ば
胴
長
も
）
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
 

・
つ
か
ま
え
た
魚
や
、
刈
り
取
っ
た
す
い

れ
ん
の
根
っ
こ
は
、
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ

い
て
結
構
で
す
。
 

・
水
筒
や
弁
当
、
タ
オ
ル
、
着
替
え
等
は
、

各
自
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
先
　
環
境
保
全
課
環
境
啓
発
係

（
q
３
８
‐
５
８
０
８
）
ま
で
。
 

      　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
ク
レ
サ
ラ
あ
し
た
の
会
」

に
よ
る
多
重
債
務
者
の
た
め
の
生
活
再
建

相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
 

●
と
き
　
毎
月
第
３
木
曜
日
午
後
１
時
〜

４
時
（
１１
月
２０
日
、
１２
月
１８
日
、
平
成
２１

年
１
月
１５
日
）
 

●
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
相
談
室
 

●
相
談
員
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ク
レ
サ
ラ
あ

し
た
の
会
」
の
司
法
書
士
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
 

●
主
な
相
談
内
容
　
ク
レ
ジ
ッ
ト
サ
ラ
金

返
済
問
題
解
決
、
借
入
に
頼
っ
た
生
活
の

見
直
し
、
借
入
金
の
法
的
整
理
後
の
生
活

再
建
支
援
、
ヤ
ミ
金
な
ど
 

※
相
談
の
際
に
は
契
約
書
等
の
借
り
入
れ

の
分
か
る
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
相

談
に
よ
る
家
族
、
個
人
の
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

※
相
談
料
は
無
料
で
す
。
 

※
予
約
優
先
で
行
っ
て
い
ま
す
。
 

●
予
約
・
問
合
先
　
ク
レ
サ
ラ
あ
し
た
の

会（
q
０
８
０
‐
３
２
８
９
‐
７
７
０
４
）

ま
で
。
 

浄
化
槽
の
維
持
管
理
 

多
重
債
務
者
相
談
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自
然
生
態
園
の
池
の
底
干
 

し
と
魚
の
つ
か
み
ど
り
 



●
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12月使用分から水道料金が一部改定されます 12月使用分から水道料金が一部改定されます 12月使用分から水道料金が一部改定されます 安全でおいしい水をお届けしています 安全でおいしい水をお届けしています 
　岩倉市では、安全で良質な水を安定してお届けす

るために、計画的に水道施設の整備や経営改善と経

費削減を行ってきました。さらに、平成２０年４月

１日からは、検針徴収業務や窓口業務等を民間業者

に委託し、経営の安定と経営基盤の強化を図ってき

ました。また、近年の経済情勢や少子・高齢化さら

には節水意識や節水機器の向上により使用水量が減

少しています。 

　このような状況から、使用者の皆さんへのサービ

ス向上のために、１か月の基本料金を１０kから５

kに引き下げ１０kまでの水道料金を改定すること

になりました。 

　水道料金は、２か月に一度の検針徴収となってい

ますので、１２月初めに行われる検針（１０月・１１

月使用分）は現行料金。１月初めに行われる検針（１１

月・１２月使用分）は新旧それぞれ２分の１の料金。

２月初めに行われる検針（１月・２月使用分）は、

すべて新料金となります。改定により、１か月当た

りの使用水量が１０k未満の使用者の水道料金が値

下げになります。 

　詳細については、表を参照してください。なお、

下水道使用料の変更はありません。 

●問合先　水道課業務係（q３８－５８１６）まで。 

改　定　前 

現行料金 
１か月の 
基本水量 

０～１０K
基本料金 
９００円 

改　定　後 

改定料金 
１か月の 
基本水量 

０～５K
基本料金 
５００円 

６～１０K
超過料金 
８０円／K

※２か月で使用水量が２０K以上の使用者は、変更ありません。 

使 用 水 量  改 定 料 金  現 行 料 金  減　少　額 

１～１０Kまで 

１１K 

１２K 

１３K 

１４K 

１５K 

１６K 

１７K 

１８K 

１９K 

２０K 

　　２１K以上 

１,１３０円 

１,２１０円 

１,３００円 

１,３８０円 

１,４７０円 

１,５５０円 

１,６３０円 

１,７２０円 

１,８００円 

１,８９０円 

１,９７０円 

１,９７０円 

１,９７０円 

１,９７０円 

１,９７０円 

１,９７０円 

１,９７０円 

１,９７０円 

１,９７０円 

１,９７０円 

１,９７０円 

１,９７０円 

△８４０円 

△７６０円 

△６７０円 

△５９０円 

△５００円 

△４２０円 

△３４０円 

△２５０円 

△１７０円 

△　８０円 

０円 

変　更　な　し 

水道料金の改定早見表（２か月当たり）（メーター口径１３㎜消費税込み） 

※請求額は、この金額にメーター使用料と消費税および地方消費税の５％を乗じた額です。 
※用途が家事用、営業用、官公署用のものに適用します。 
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12月使用分から水道料金が一部改定されます 12月使用分から水道料金が一部改定されます 安全でおいしい水をお届けしています 安全でおいしい水をお届けしています 安全でおいしい水をお届けしています 

　
岩
倉
市
の
水
道
は
、
地
下
水
（
給

水
量
の
約
４０
㌫
）
と
愛
知
県
営
水
道

の
受
水
（
給
水
量
の
約
６０
㌫
）
か
ら

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
地
下
水
は
、

地
下
約
１
０
０
㍍
の
井
戸
か
ら
汲
み

上
げ
、
県
営
水
道
の
水
は
、
木
曽
川

か
ら
取
水
し
浄
水
処
理
し
て
、
皆
さ

ん
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
 

　
市
で
は
、
水
道
法
で
定
め
る
厳

し
い
水
質
基
準
に
適
合
し
た
安
全

で
お
い
し
い
水
を
使
用
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
定
期
的
に
水
質
検
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
平
成
１９
年
度
の
検
査
結
果
は
、

表
の
と
お
り
良
好
な
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。
 

　
ビ
ル
、
ア
パ
ー
ト
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
で
は
、
貯

水
槽
、
ポ
ン
プ
な
ど
の
給
水
設
備
を
設
け
て
い
た
だ

き
、
貯
水
槽
に
水
道
水
を
供
給
す
る
形
で
利
用
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
 

　
貯
水
槽
に
入
る
水
に
つ
い
て
は
、
水
道
事
業
者
に

責
任
が
あ
り
ま
す
が
、
貯
水
槽
に
入
っ
た
後
の
水
に

つ
い
て
は
、
設
置
者
の
責
任
と
な
り
ま
す
。
 

　
設
置
者
の
皆
さ
ん
は
、
貯
水
槽
の
施
設
お
よ
び
水

道
水
の
安
全
管
理
を
適
切
に
行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

①
簡
易
専
用
水
道
（
貯
水
槽
の
有
効
容
量
が
１０
立
方

㍍
を
超
え
る
施
設
）
の
場
合
 

・
水
道
法
施
行
規
則
の
基
準
に
よ
る
管
理
を
行
い
、

１
年
以
内
に
１
回
、
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
を
受
け

た
検
査
機
関
に
よ
る
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
　

②
小
規
模
貯
水
槽
水
道
（
貯
水
槽
の
有
効
容
量
の
合

計
が
１０
立
方
㍍
以
下
の
施
設
）
の
場
合
 

・
水
槽
（
貯
水
槽
、
高
置
水
槽
）
の
掃
除
を
１
年
以

内
ご
と
に
１
回
、
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

・
マ
ン
ホ
ー
ル
の
ふ
た
に
異
常
が
な
い
か
な
ど
の
点

検
を
行
い
、
異
常
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
適
切
な
措

置
を
講
じ
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
 

・
１
年
以
内
ご
と
に
１
回
、
蛇
口
か
ら
出
る
水
の
色
、

濁
り
、
臭
い
、
味
に
関
す
る
検
査
お
よ
び
残
留
塩
素

の
有
無
に
関
す
る
水
質
の
検
査
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

・
供
給
す
る
水
が
人
の
健
康
を
害
す
る
恐
れ
が
あ
る

こ
と
を
知
っ
た
と
き
は
、
直
ち
に
給
水
を
停
止
し
、

関
係
者
に
周
知
す
る
措
置
を
講
じ
て
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
先
　
水
道
課
業
務
係
（
q
３
８
‐
５
８
１
６
）
、

江
南
保
健
所
（
q
５
６
‐
２
１
５
７
）
ま
で
。
 

 貯
水
槽
を
 

　
設
置
し
て
い
る
 

　
　
　
　
皆
さ
ん
へ
 

平成１９年度水質検査結果 （給水栓水） （表） 
検　査　項　目 基 準 値 等 

一般細菌 
大腸菌 
カドミウム 
水銀 
セレン 
鉛 
ヒ素 
六価クロム 
シアン化物イオン及び塩化シアン 
硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 
フッ素 
ホウ素 
四塩化炭素 
1,4-ジオキサン 
1,1-ジクロロエチレン 
シス-1,2-ジクロロエチレン 
ジクロロメタン 
テトラクロロエチレン 
トリクロロエチレン 
ベンゼン 
クロロ酢酸 
クロロホルム 
ジクロロ酢酸 
ジブロモクロロメタン 
臭素酸 
総トリハロメタン 
トリクロロ酢酸 
ブロモジクロロメタン 
ブロモホルム 
ホルムアルデヒド 
亜鉛 
アルミニウム 
鉄 
銅 
ナトリウム 
マンガン 
塩化物イオン 
カルシウム､マグネシウム等（硬度） 
蒸発残留物 
陰イオン界面活性剤 
ジェオスミン 
2-メチルイソボルネオール 
非イオン界面活性剤 
フェノール類 
有機物（全有機炭素（TOC）の量） 
ｐＨ値 
味 
臭気 
色度 
濁度 

100集落/mL以下 
検出されないこと 
0.01        mg/L以下 
0.0005    mg/L以下 
0.01        mg/L以下 
0.01        mg/L以下 
0.01        mg/L以下 
0.05        mg/L以下 
0.01        mg/L以下 
10           mg/L以下 
0.8          mg/L以下 
1.0          mg/L以下 
0.002      mg/L以下 
0.05        mg/L以下 
0.02        mg/L以下 
0.04        mg/L以下 
0.02        mg/L以下 
0.01        mg/L以下 
0.03        mg/L以下 
0.01        mg/L以下 
0.02        mg/L以下 
0.06        mg/L以下 
0.04        mg/L以下 
0.1          mg/L以下 
0.01        mg/L以下 
0.1          mg/L以下 
0.2          mg/L以下 
0.03        mg/L以下 
0.09        mg/L以下 
0.08        mg/L以下 
1.0          mg/L以下 
0.2          mg/L以下 
0.3          mg/L以下 
1.0          mg/L以下 
200         mg/L以下 
0.05        mg/L以下 
200         mg/L以下 
300         mg/L以下 
500         mg/L以下 
0.2          mg/L以下 
0.00001  mg/L以下 
0.00        mg/L以下 
0.02        mg/L以下 
0.005      mg/L以下 
5.0          mg/L以下 
5.8以上8.6以下 
異常でないこと 
異常でないこと 
           5  度以下 
           2  度以下 

八剱町水源 岩倉団地 配水場 
0 

不検出 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
2.2 
0.05 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
0.001 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
33 
（－） 
19.6  
105 
268 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
7.4 

異常なし 
異常なし 
（－） 
（－） 

0 
不検出 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
3.2 
0.12 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
0.001 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
21 
（－） 
22.6 
91 
218 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
7.2 

異常なし 
異常なし 
（－） 
（－） 

0 
不検出 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
0.7 
0.10 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
0.010 
0.004 
0.001 
（－） 
0.016 
0.008 
0.004 
（－） 
（－） 
（－） 
0.03 
（－） 
（－） 
8.8 
（－） 
8.6 
25 
68 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
（－） 
7.3 

異常なし 
異常なし 
（－） 
（－） 

※（－）は、各定量下限値を下回ることを示す。 
※地下水を水源とする自己水源は、市内に13か所ありますが水系が同じであるため、代表的な水 
源を公表しています。 
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市
役
所
 

三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
 

岩
倉
支
店
 

愛
知
銀
行
岩
倉
支
店
 

 
市 長 賞  
議 長 賞  
協 会 長 賞  
協 会 長 賞  
消 防 長 賞  
消 防 長 賞  
　 特 選 　  
　 入 選 　  
　 佳 作 　  
　 佳 作 　  
　 佳 作 　  
金融機関賞 
協 会 長 賞  
消 防 長 賞  
　 特 選 　  
　 入 選 　  
　 佳 作 　  
　 佳 作 　  
　 佳 作 　  
金融機関賞 
協 会 長 賞  
消 防 長 賞  
　 特 選 　  
　 入 選 　  
　 佳 作 　  
　 佳 作 　  
　 佳 作 　  

 
村上 健斗 
滝川 恵菜 
小川 瑠美 
須磨 優歌 
稲葉 正典 
掛布 知宏 
松原 恵子 
八代 隆祐 
岡田真衣奈 
平松 佳樹 
田中 るり 
永田 恋 
島津 明希 
宮田 奈々子 
藤田 友葵 
石原 由唯 
砂場 千香 
宮田 夏実 
野村 宥太 
野尻 幸那 
黒岩千恵子 
　橋真衣子 
金石 和也 
鈴木 紗貴 
大瀬良　祐 
原田 正樹 
服部 拓海 

 
下條なつみ 
小笠原健人 
小川 弘人 
大田恵梨香 
山口 弦希 
奥田祥太郎 
石坂  豪 
加藤 健太 
成瀬 香月 
堤　愛里加 
古田 明里 
関戸 謙 
　橋 京花 
横道ひかり 
木之下美春 
西垣 元喜 
大谷 沙織 
北村 恵実 
佐竹 衿香 
水谷 美優 
青山 峻也 
井上 七海 
三輪 春奈 
北垣 友博 

 
岩倉北小学校 
岩倉南小学校 
岩倉北小学校 
曽野小学校  
五条川小学校 
岩倉東小学校 
岩倉北小学校 
岩倉南小学校 
岩倉東小学校 
五条川小学校 
曽野小学校  
岩倉南小学校 
岩倉北小学校 
岩倉北小学校 
曽野小学校  
五条川小学校 
岩倉南小学校 
岩倉東小学校 
曽野小学校  
岩倉東小学校 
岩倉北小学校 
曽野小学校  
曽野小学校  
五条川小学校 
岩倉北小学校 
岩倉南小学校 
五条川小学校 

 
曽 野小学校  
岩倉北小学校 
岩倉南小学校 
岩倉北小学校 
岩倉南小学校 
岩倉東小学校 
曽野小学校  
岩倉北小学校 
曽野小学校  
岩倉南小学校 
岩倉北小学校 
岩倉北小学校 
岩倉東小学校 
岩倉南小学校 
岩倉東小学校 
曽野小学校  
曽野小学校  
岩倉北小学校 
岩倉北小学校 
岩倉南小学校 
五条川小学校 
五条川小学校 
岩倉南小学校 
曽野小学校  

展示先 賞　名 氏　名 学校名 

十
六
銀
行
岩
倉
支
店
 

中
京
銀
行
岩
倉
支
店
 

岐
阜
銀
行
岩
倉
支
店
 

 
金融機関賞 
協 会 長 賞  
消 防 長 賞  
　 特 選 　  
　 入 選 　  
　 佳 作 　  
　 佳 作 　  
　 佳 作 　  
金融機関賞 
協 会 長 賞  
消 防 長 賞  
　 特 選 　  
　 入 選 　  
　 佳 作 　  
　 佳 作 　  
　 佳 作 　  
金融機関賞 
協 会 長 賞  
消 防 長 賞  
　 特 選 　  
　 入 選 　  
　 佳 作 　  
　 佳 作 　  
　 佳 作 　  

展示先 賞　名 氏　名 学校名  
峯村 聖也 
田中麻美子 
湯浅 光隆 
富田 千陽 
鈴木 梨紗 
大渡 海斗 
織田かすみ 
荒木麻希子 
河村 麻由 
青山 渚 
大谷 志織 
千田ひかる 
玉井龍太郎 
白神菜々美 
増田 鈴 
安藤 壮汰 
小川 翔馬 
山添 甫 
山崎 瑞与 
田中 量子 
石黒沙津紀 
谷口 瑞紗 
後藤 杏実 
小松 海登 

 
岩倉北小学校 
岩倉南小学校 
岩倉北小学校 
岩倉南小学校 
曽野小学校  
岩倉南小学校 
岩倉東小学校 
曽野小学校  
岩倉北小学校 
五条川小学校 
曽野小学校  
岩倉北小学校 
五条川小学校 
曽野小学校  
岩倉東小学校 
曽野小学校  
五条川小学校 
曽野小学校  
岩倉北小学校 
曽野小学校  
岩倉東小学校 
曽野小学校  
岩倉南小学校 
岩倉北小学校 
 

名
古
屋
銀
行
岩
倉
支
店
 い
ち
い
信
用
金
庫
愛
北
 

営
業
部
 

愛
知
北
農
業
協
同
組
合
 

岩
倉
支
店
 

 
金融機関賞 
協 会 長 賞  
消 防 長 賞  
　 特 選 　  
　 入 選 　  
　 佳 作 　  
　 佳 作 　  
　 佳 作 　  
金融機関賞 
協 会 長 賞  
消 防 長 賞  
　 特 選 　  
　 特 選 　  
　 入 選 　  
　 佳 作 　  
　 佳 作 　  
金融機関賞
協 会 長 賞  
消 防 長 賞  
　 特 選 　  
　 入 選 　  
　 入 選 　  
　 佳 作 　  
　 佳 作 　  
 
 

展示先 賞　名 氏　名 学校名 
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保健師すこやか日誌 保健師すこやか日誌 「火のしまつ　君がしなくて　誰がする」 
秋の全国火災予防運動（１１月９日（日）～１５日（土）） 

「火のしまつ　君がしなくて　誰がする」 
秋の全国火災予防運動（１１月９日（日）～１５日（土）） 

「火のしまつ　君がしなくて　誰がする」 
秋の全国火災予防運動（１１月９日（日）～１５日（土）） 

　この季節は、空気が乾燥し火災の起こりやすい時期となり、ちょっとしたことで取り返しのつかない火
災につながります。 
　火の用心に心がけてください。 
　１１月９日（日）から１５日（土）まで秋の全国火災予防運動が実施されます。期間中には、セスナ機
による空からのＰＲ（９日と１５日）また、１０日には岩倉市消防本部と岩倉市危険物安全協会が市内で
防火ＰＲを実施します。 

　「秋の全国火災予防運動」の一環として、岩倉市危険物安全協会主催、岩倉市および岩倉金融機関後援
で市内の小学校６年生を対象に防火ポスターを募集したところ、４２１点の応募がありました。その中か
ら次の皆さんの作品が優秀作品に選ばれました。 
　作品は、火災予防運動期間中（１１月９日～１５日）市役所２階市民ギャラリーと市内の各金融機関に
展示しますので、皆さん、ぜひご覧ください。 

今年の岩倉市の火災状況 
　今年１月から９月までの市内の火災状況は、建物火災７件、その他（枯草・積わら等）火災３件で
合計１０件となっています。 
　また、火災による死傷者は２人となっています。 
　主な火災の原因については、たばこの投げ捨て・不始末が５件で最も多く、次に放火、コンロの火
等が出火原因となっています。 
　これから火災の発生しやすい時期に入っていきますので、次のことに注意してください。 
［火の用心　６つのポイント］ 
・家のまわりに燃えやすいものを置かない。　　　・子どもには、マッチやライターで遊ばせない。 
・寝たばこやたばこの投げ捨てはしない。　　　　・電気器具は正しく使い、たこ足配線はしない。 
・天ぷらを揚げるときは、その場を離れない。　　・ストーブには、燃えやすいものを近づけない。 
火災を発見したら、一刻も早く１１９番通報を！ 

平成２０年度防火ポスター優秀作品展示先一覧表 

●問合先　消防本部総務課予防防災係（q３７－５３３３・内線２２２）まで。 
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　働きやすい職場に改善するためには、まず、

自分たちの意識を変えることが先決です。 

出典「マンガ男社会の常識・非常識」財務省

印刷局発行より 

●問合先　生涯学習課生涯学習係（☎３８－

５８１９）まで。 

●病　休● 

知
っ
て
い
ま
す
か
、
受
動
喫
煙
の
こ
と
 

　
受
動
喫
煙
と
は
、
自
分
の
意
思
に
関
係
な
く
、

他
人
に
た
ば
こ
の
煙
を
吸
わ
さ
れ
る
こ
と
で
す
。

た
ば
こ
の
煙
に
は
、
喫
煙
者
が
吸
い
込
む
「
主
流

煙
」
、
喫
煙
者
が
吐
き
出
す
「
呼
出
煙
」
、
た
ば
こ

の
先
端
か
ら
立
ち
上
る
「
副
流
煙
」
が
あ
り
ま
す
。
 

　
主
流
煙
が
一
番
か
ら
だ
に
悪
い
と
思
わ
れ
が
ち

で
す
が
、
実
は
副
流
煙
の
ほ
う
が
有
害
物
質
を
多

く
含
ん
で
お
り
、
吸
わ
さ
れ
た
と
き
の
害
が
大
き

い
の
で
す
。
こ
の
副
流
煙
に
は
、
主
流
煙
よ
り
一

酸
化
炭
素
は
４
・
７
倍
、
ニ
コ
チ
ン
は
２
・
８
倍
、

ア
ン
モ
ニ
ア
は
４６
倍
、
高
濃
度
の
発
が
ん
物
質
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

　
周
囲
に
与
え
る
影
響
と
し
て
、
家
庭
内
で
は
、

非
喫
煙
者
の
肺
が
ん
の
発
生
率
が
高
く
な
り
、
子

ど
も
は
気
管
支
炎
や
肺
炎
な
ど
に
か
か
り
や
す
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
職
場
で
は
空
気
が
煙
で
汚
染

さ
れ
て
呼
吸
機
能
も
低
下
し
、
肺
が
ん
の
発
生
率

も
高
く
な
り
ま
す
。
 

喫
煙
者
に
で
き
る
こ
と
 

　
喫
煙
は
、
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
人
の
健
康
に
も

大
き
く
影
響
を
与
え
ま
す
。
喫
煙
者
、
非
喫
煙
者

の
双
方
が
気
持
ち
よ
く
共
存
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
喫
煙
者
は
ぜ
ひ
分
煙
を
実
践
し
て
、
受
動

喫
煙
の
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
 

家
族
や
周
囲
の
人
に
で
き
る
こ
と
 

　
喫
煙
場
所
を
決
め
て
分
煙
す
る
こ
と
で
、
非
喫

煙
者
は
、
た
ば
こ
の
害
と
臭
い
か
ら
解
放
さ
れ
ま

す
。
職
場
や
家
庭
内
で
喫
煙
の
ル
ー
ル
を
作
り
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
禁
煙
を
実
行
し
て
い
る
人
に
は
、

た
ば
こ
に
気
持
ち
が
動
か
な
い
よ
う
な
環
境
を
作

る
な
ど
、
禁
煙
の
応
援
を
し
ま
し
ょ
う
。
 

あ
な
た
と
周
囲
の
人
の
健
康
の
た
め
に
禁
煙
を
ス

タ
ー
ト
！
 

　
た
ば
こ
を
吸
い
始
め
る
と
な
か
な
か
や
め
ら
れ

な
い
の
は
、
身
体
的
依
存
を
引
き
起
こ
す
ニ
コ
チ

ン
が
原
因
で
す
。
ニ
コ
チ
ン
が
切
れ
る
と
イ
ラ
イ

ラ
や
頭
痛
、
眠
気
な
ど
の
離
脱
症
状
が
出
て
く
る

た
め
、
や
め
ら
れ
な
く
な
る
人
が
多
い
の
で
す
。

し
か
し
、
禁
煙
開
始
後
４８
時
間
〜
７２
時
間
で
ニ
コ

チ
ン
は
完
全
に
抜
け
て
身
体
的
な
依
存
は
治
ま
り

ま
す
。
こ
の
時
期
を
う
ま
く
乗
り
切
る
こ
と
が
禁

煙
成
功
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
禁
煙
に
挑
戦
し
た
い

人
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
禁
煙
サ
ポ
ー
ト
を
利
用

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
 

　
保
健
セ
ン
タ
ー
は
、
健
康
増
進
法
第
２５
条
に
基

づ
き
、
敷
地
内
（
施
設
内
お
よ
び
駐
車
場
、
駐
輪

場
も
含
む
）
で
の
禁
煙
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
さ
れ
る
人
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
 

     ●
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
３
７
‐
３
５
１

１
）
ま
で
。
 

保健師すこやか日誌 保健師すこやか日誌 保健師すこやか日誌 

周囲の人が健康被害を受ける受動喫煙を防ごう！ 

「火のしまつ　君がしなくて　誰がする」 
秋の全国火災予防運動（１１月９日（日）～１５日（土）） 

「火のしまつ　君がしなくて　誰がする」 
秋の全国火災予防運動（１１月９日（日）～１５日（土）） 



問合先（岩倉市役所）　☎0587－66－1111（代表） 
ふれ愛コールいわくら　☎0587－38－1717 
市民の声FAX　　　　   　0587－38－2471 
E-mail         　　　　   koho.prsec@city.iwakura.aichi.jp
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南
部
老
人
憩
の
家
 

●
歌
謡
舞
踊
 

  
　
内
田
る
り
実
社
中
の
皆
さ
ん

が
慰
問
に
お
越
し
に
な
り
、
見

事
な
舞
踊
を
発
表
し
て
く
だ
さ

い
ま
す
。
 

▼
と
き
　
１１
月
１３
日
E
午
後
２

時
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
南
部
老
人
憩
の
家

（
大
地
町
）
 

▼
出
演
者
　
内
田
実
の
秀
さ
ん

（
内
田
流
師
範
）
　
ほ
か
 

▼
問
合
先
　
南
部
老
人
憩
の
家

（
q
３
７
‐
０
４
９
７
）
 

  ●
あ
ゆ
み
の
家
講
演
会
 

  　
あ
ゆ
み
の
家
で
は
、
心
身
の

発
達
に
遅
れ
や
つ
ま
ず
き
の
あ

る
子
ど
も
の
育
児
に
関
心
の
あ

る
人
を
対
象
に
講
演
会
を
行
い

ま
す
。
 

▼
と
き
　
１１
月
１５
日
G
午
前
１０

時
〜
１１
時
４５
分
 

▼
と
こ
ろ
　
く
す
の
き
の
家
　

▼
テ
ー
マ
　
「
子
ど
も
の
育
ち

と
お
母
さ
ん
の
か
か
わ
り
」
 

▼
講
師
　
太
田
圭
子
さ
ん
（
元

心
身
障
害
者
コ
ロ
ニ
ー
療
育
支

援
課
勤
務
）
 

▼
問
合
先
　
あ
ゆ
み
の
家
（
q

６
６
‐
５
９
０
１
）
 

  ●
史
跡
公
園
月
釜
 

  　
岩
倉
市
文
化
協
会
で
は
、
ご

家
族
で
お
茶
に
親
し
ん
で
い
た

だ
く
た
め
に
、
お
茶
会
を
行
い

ま
す
。
 

　
普
段
着
で
気
軽
に
楽
し
め
る

お
茶
会
で
す
。
 

▼
と
き
　
１１
月
１６
日
A
午
前
１０

時
〜
正
午
（
雨
天
決
行
）
 

▼
と
こ
ろ
　
史
跡
公
園
鳥
居
建

民
家
（
大
地
町
野
合
５１
q
３
８

‐
６
１
０
１
）
 

▼
茶
券
　
１
席
３
０
０
円
（
お

抹
茶
と
お
菓
子
）
 

▼
席
主
　
岩
倉
市
茶
華
道
連
盟

海
老
沢
社
中
 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
文
化
協
会

事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
q
３

８
‐
５
８
１
９
）
 

  ●
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
 

 
 

　
１１
月
は
、
ジ
ャ
ズ
好
き
が
集

ま
っ
て
結
成
し
た
バ
ン
ド
「
サ

ニ
ー
・
サ
イ
ド
・
サ
ウ
ン
ズ
」

の
皆
さ
ん
の
出
演
で
す
。
ス
ウ

ィ
ン
グ
、
ボ
サ
ノ
バ
、
バ
ラ
ー

ド
な
ど
、
心
地
よ
い
ジ
ャ
ズ
の

響
き
を
お
届
け
し
ま
す
。
 

　
入
場
は
無
料
で
す
。
 

▼
と
き
　
１１
月
１６
日
A
午
後
２

時
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
家
ふ
れ

あ
い
交
流
ホ
ー
ル
 

▼
出
演
　
サ
ニ
ー
・
サ
イ
ド
・

サ
ウ
ン
ズ
 

▼
曲
目
　
「
ブ
ル
ー
・
ボ
サ
」

「
ス
タ
ー
ダ
ス
ト
」
「
枯
葉
」

　
ほ
か
 

▼
問
合
先
　
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
み
ど
り
の
家
（
q
６
６
‐
６

７
０
０
）
 

  ●
児
童
館
日
曜
・
祝
日
開

館
行
事
 

  「
昔
の
遊
び
・
紙
芝
居
」
 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ
る

行
事
を
開
催
し
ま
す
。
 

　
親
子
で
、
ま
た
子
ど
も
だ
け

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
 

▼
と
き
　
１１
月
１６
日
A
午
後
１

時
３０
分
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
第
五
児
童
館
（
岩

倉
団
地
）
 

▼
指
導
　
イ
キ
イ
キ
ラ
イ
フ
の
会
 

▼
参
加
費
　
無
料
 

▼
問
合
先
　
第
五
児
童
館
（
q

６
６
‐
０
８
１
７
）
 

 　
１１
月
１１
日
C
〜
１７
日
B
 

●
「
税
を
考
え
る
週
間
」

優
秀
作
品
の
展
示
 

  　
１１
月
１１
日
C
〜
１７
日
B
は

「
税
を
考
え
る
週
間
」
で
す
。
 

　
「
税
を
考
え
る
週
間
」
に
ち

な
み
、
税
に
関
す
る
習
字
、
作

文
の
優
秀
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

▼
と
き
　
１１
月
１７
日
B
〜
３０
日

A
 

▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
２
階
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
　
　
　
　
　
　
　

▼
展
示
作
品
　
税
を
テ
ー
マ
と

し
た
市
内
小
学
生
の
習
字
、
中

学
生
の
作
文
 

▼
問
合
先
　
税
務
課
課
税
第
１

係
（
q
３
８
‐
５
８
０
６
）
 

 

第３５回美術展入選作品展 
　１１月３日（月・祝）まで開催します第３５
回美術展で入選された作品を市民ギャラリー
で展示します。ご鑑賞ください。 
sとき　１１月４日（火）～１６日（日） 
sところ　市役所２階市民ギャラリー 
s展示作品　日本画、洋画、書道、彫刻工芸、
写真各部門の市長賞、美術展で入選した作品 
s問合先　生涯学習課（q３８－５８１９） 
 

だ 

み 
ひ
で 

う
ち 

た 

け
い 

こ 

お
お 

う
ち 

だ 

み 
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お
と
で
あ
そ
ぼ
う
！
 

●
あ
い
の
て
さ
ん
コ
ン
サ
ー

ト
 

  　
小
学
校
低
学
年
ま
で
の
お
子

さ
ん
を
対
象
と
し
て
、
親
子
で

楽
し
め
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い

ま
す
。
コ
ン
サ
ー
ト
が
初
め
て

の
子
ど
も
た
ち
も
大
丈
夫
で
す
。
 

▼
と
き
　
１１
月
２９
日
G
午
前
１１

時
〜
正
午
（
開
場
午
前
１０
時
３０

分
）
 

▼
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
 

▼
内
容
　
お
と
で
あ
そ
ぼ
う
！

「
あ
い
の
て
さ
ん
コ
ン
サ
ー
ト
」
 

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
「
あ
い

の
て
」
に
レ
ギ
ュ
ラ
ー
出
演
し

て
い
た
音
が
大
好
き
な
３
人
組
 

に
よ
る
親
子
向
け
イ
ベ
ン
ト
や

音
遊
び
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で

す
。
 

▼
料
金
 

・
大
人
（
中
学
生
以
上
）
…
５

０
０
円
 

・
小
人
（
年
少
〜
小
学
生
）
…

３
０
０
円
 

・
乳
児
…
無
料（
授
乳
室
有
り
） 

　
当
日
、
会
場
受
付
で
お
支
払

い
く
だ
さ
い
。
 

▼
主
催
　
岩
倉
市
保
育
園
父
母

の
会
楽
し
い
親
子
の
集
い
・

子
育
て
を
語
る
集
い
実
行
委

員
会
 

▼
後
援
　
岩
倉
市
教
育
委
員
会
 

▼
問
合
先
　
保
育
園
父
母
の
会

楽
し
い
親
子
の
集
い
実
行
委
員

西
岡（
q
３
８
‐
３
０
０
５
） 

  　
愛
知
県
地
域
ふ
れ
あ
い
芸

　
術
体
験
事
業
公
演
 

●
能
・
狂
言
公
演
 

　
 

  
舞
台
芸
術
を
通
じ
た
地
域
に

お
け
る
参
加
体
験
交
流
の
機
会

を
提
供
す
る
た
め
、
地
域
ふ
れ

あ
い
芸
術
体
験
事
業
公
演
を
行

い
ま
す
。
 

▼
と
き
　
１２
月
２１
日
A

午
後

２
時
〜
（
開
場
午
後
１
時
３０

分
）
 

▼
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
 

▼
出
演
　
能
楽
協
会
名
古
屋
支
部
 

▼
演
目
　
半
能
「
高
砂
」
、
狂

言
「
蝸
牛
」
 

※
市
内
の
小
中
学
生
に
よ
る
体

験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
行
わ
れ

ま
す
。
 

▼
入
場
　
無
料（
整
理
券
必
要
） 

※
１１
月
５
日
D
午
前
９
時
か
ら

公
民
館
、
総
合
体
育
文
化
セ
ン

タ
ー
と
市
役
所
１
階
情
報
サ
ロ

ン
で
整
理
券
を
配
布
し
ま
す
。

た
だ
し
、
整
理
券
が
な
く
な
り

し
だ
い
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
 

▼
主
催
　
愛
知
県
教
育
委
員
会
、
 

岩
倉
市
教
育
委
員
会
 

▼
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化

振
興
係（
q
３
８
‐
５
８
１
９
） 

  
      

●
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
参

加
者
 

  　
岩
倉
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会

で
は
、
第
６６
回
市
民
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
大
会
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。
 

▼
と
き
　
１１
月
１６
日
A

午
前

１０
時
〜
（
雨
天
予
備
日
１１
月
２３

日
A
_
）
 

▼
と
こ
ろ
　
野
寄
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
 

▼
種
目
　
男
女
別
ダ
ブ
ル
ス
 

▼
参
加
資
格
　
市
内
に
在
住
・

在
勤
ま
た
は
、
在
学
の
人
（
高

校
生
以
上
対
象
）
 

▼
参
加
費
　
１
人
５
０
０
円
 

▼
申
込
方
法
　
当
日
、
午
前
９

時
に
会
場
で
受
け
付
け
ま
す
。
 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
協
会
　
小
池
（
q
３
７
‐

１
８
７
８
）
 

  ●
少
年
少
女
ソ
フ
ト
ボ
ー

　
ル
教
室
参
加
者
 

  　
岩
倉
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

で
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
室
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
１１
月
１５
日
G
〜
１２
月

１３
日
G
毎
週
土
曜
日
午
後
１
時

〜
４
時
（
全
５
回
）
 

▼
と
こ
ろ
　
中
央
公
園
グ
ラ
ウ

ン
ド
 

▼
対
象
　
小
学
校
１
〜
５
年
生
 

▼
参
加
料
　
７
５
０
円
 

▼
定
員
　
２０
人
 

▼
持
ち
物
　
帽
子
、
タ
オ
ル
、

グ
ロ
ー
ブ
、
水
筒
 

▼
服
装
　
長
ズ
ボ
ン
で
運
動
の

で
き
る
服
装
 

▼
申
込
期
限
　
１１
月
１２
日
D
 

▼
申
込
先
　
岩
倉
市
体
育
協
会

事
務
局
（
総
合
体
育
文
化
セ
ン

タ
ー
内
q
６
６
‐
２
２
２
２
）
 

▼
問
合
先
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協

会
事
務
局
　
西
（
q
０
９
０
‐

３
２
５
３
‐
６
６
０
１
）
 

 
 

●
市
民
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
 

　
参
加
者
 

  　
岩
倉
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
で
は

市
民
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
１２
月
１４
日
A

午
前

９
時
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
ア
リ
ー
ナ
 

▼
参
加
費
　
１
チ
ー
ム
７
千
円
 

（
組
み
合
わ
せ
抽
選
会
時
に
持

参
）
 

▼
参
加
資
格
　
岩
倉
フ
ッ
ト
サ

ル
リ
ー
グ
登
録
チ
ー
ム
ま
た
は
、

市
内
在
住
・
在
勤
の
チ
ー
ム
 

▼
申
込
期
限
　
１１
月
２３
日
A
_
 

▼
組
み
合
わ
せ
抽
選
会
　
１２
月

６
日
G
午
後
７
時
か
ら
総
合
体

育
文
化
セ
ン
タ
ー
研
修
室
で
行

い
ま
す
。
１
チ
ー
ム
１
人
は
必

ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。
 

▼
そ
の
他
　
審
判
を
帯
同
で
き

な
い
チ
ー
ム
は
審
判
料
（
１
試

合
１
千
円
）
を
徴
収
し
ま
す
。
 

▼
申
込
先
　
サ
ッ
カ
ー
協
会
フ

ッ
ト
サ
ル
事
務
局
　
芹
澤
（
5

３
８
‐
０
０
０
２
）
ま
た
は
、

体
育
協
会
事
務
局
（
総
合
体
育

文
化
セ
ン
タ
ー
内
q
６
６
‐
２

２
２
２
）
 

▼
問
合
先
　
サ
ッ
カ
ー
協
会

田
中
（
q
０
９
０
‐
２
７
７
０

‐
０
４
６
１
）
 

 

 

 

そう きょく きく おん かい 

市民スペースミニステージ情報 
「箏曲菊温会」に所属する「土曜会」
の皆さんによる琴の演奏会です。 
●とき　１１月２２日（土）午後２時
～３時３０分 
●主な曲　四季の小箱　ほか 
●主催　箏曲菊温会 
●問合先　川北（q０９０－９８９５
－５７４０） 
 

か 

ぎ
ゅ
う 

は
ん 

の
う 

た
か 

さ
ご 

せ
り 

ざ
わ 
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希
望
の
家
自
主
事
業
 

●
「
里
山
の
自
然
を
学
ぼ

　
う
！
」
参
加
者
 

  　
希
望
の
家
で
は
、
五
条
川
の

源
流
で
あ
る
犬
山
八
曽
休
養
林

へ
出
か
け
里
山
を
観
察
す
る
こ

と
で
、
里
山
の
恵
み
や
生
き
物

に
つ
い
て
学
び
、
環
境
の
大
切

さ
を
体
感
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
「
里
山
の
自
然
を
学
ぼ

う
！
」
を
開
催
し
ま
す
。
 

　
ま
た
、
岩
倉
の
五
条
川
の
水

質
と
の
比
較
も
行
い
ま
す
。
 

　
こ
の
事
業
は
、
愛
知
県
「
科

学
大
好
き
！
　
あ
い
ち
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
に
採
用
さ
れ
、
希
望
の

家
で
開
催
す
る
も
の
で
す
。
 

▼
と
き
・
内
容
　
下
表
の
と
お
り
 

▼
集
合
場
所
　
希
望
の
家
 

▼
講
師
　
牛
山
正
人
さ
ん
（
古

知
野
高
校
教
諭
）
 

　
牛
山
さ
ん
は
、
愛
・
地
球
博

で
人
形
劇
に
な
っ
た
絵
本
「
ゆ

う
す
け
と
ギ
ン
す
け
」
の
作

者
・
ト
ン
ボ
先
生
で
す
。
 

▼
対
象
　
小
・
中
学
生
と
そ
の

保
護
者
 

　
３
回
と
も
参
加
で
き
る
人
を

優
先
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
第

２
回
「
犬
山
八
曽
休
養
林
へ
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
で
観
察
会
」
は
子

ど
も
を
優
先
と
し
、
保
護
者
は

参
加
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
 

▼
費
用
　
無
料
 

▼
定
員
　
２０
人
 

▼
主
催
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
わ
く
わ

く
体
験
隊
 

▼
申
込
方
法
　
１１
月
２
日
A
か

ら
受
け
付
け
ま
す
。
電
話
で
直

接
希
望
の
家
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
し
だ
い

締
め
切
り
ま
す
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
希
望
の
家

（
q
３
７
‐
４
１
９
１
）
 

  ●
福
祉
関
係
就
職
希
望
者
支
 

 
援
セ
ミ
ナ
ー
愛
知
県
福
祉
 

 
の
就
職
総
合
フ
ェ
ア
 

  　
福
祉
分
野
の
現
状
と
社
会
福

祉
施
設
の
実
態
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
就
職
に
関
す
る
知
識

や
情
報
を
習
得
で
き
る
セ
ミ
ナ

ー
と
福
祉
職
場
の
説
明
会
を
行

い
ま
す
。
 

　
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
の

で
、
希
望
者
は
ご
応
募
く
だ

さ
い
。
 

福
祉
関
係
就
職
希
望
者
支
援
セ

ミ
ナ
ー
 

▼
と
き
　
１１
月
２２
日
G
午
前
１０

時
〜
午
後
零
時
３０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
愛
知
県
社
会
福
祉

会
館
４
階
第
１
研
修
室
（
名
古

屋
市
中
区
丸
の
内
２
‐
４
‐
７

愛
知
県
産
業
貿
易
館
西
館
内
）
 

▼
主
催
　
愛
知
県
、
社
会
福
祉

法
人
愛
知
県
社
会
福
祉
協
議
会

（
愛
知
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ

ー
）
 

▼
対
象
者
　
福
祉
の
仕
事
に
関

心
の
あ
る
人
、
福
祉
職
場
へ
再

就
職
を
希
望
す
る
人
等
 

▼
募
集
定
員
　
１
５
０
人
（
先

着
順
）
 

▼
受
講
料
　
無
料
 

▼
申
込
期
限
　
１１
月
１４
日
F

▼
申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
書

（
愛
知
県
社
会
福
祉
協
議
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
可
）
、
は
が
き
、
F
A
X
、

電
話
の
い
ず
れ
か
で
①
氏
名
②

住
所
③
職
業
を
ご
記
入
の
う
え
、

愛
知
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

愛
知
県
福
祉
の
就
職
総
合
フ
ェ

ア
 

▼
と
き
　
１１
月
２２
日
G
午
後
１

時
〜
４
時
３０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
愛
知
県
産
業
貿
易

館
本
館
第
一
展
示
場
（
名
古
屋

市
中
区
丸
の
内
３
‐
１
‐
６
）
 

▼
主
催
　
愛
知
県
、
社
会
福
祉

法
人
愛
知
県
社
会
福
祉
協
議
会

（
愛
知
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ

ー
）
 

▼
実
施
内
容
 

・
就
職
説
明
会
…
社
会
福
祉
施

設
お
よ
び
介
護
保
険
事
業
者
等

の
人
事
担
当
者
と
の
個
別
面
談
 

・
職
場
説
明
会
…
福
祉
の
仕
事

総
合
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
資
格
相

談
コ
ー
ナ
ー
、
進
路
相
談
コ
ー

ナ
ー
 

・
福
祉
情
報
資
料
コ
ー
ナ
ー
 

▼
対
象
者
　
福
祉
の
仕
事
に
関

心
の
あ
る
人
、
福
祉
職
場
へ
の

就
職
を
希
望
す
る
人
等
 

▼
そ
の
他
　
参
加
料
は
無
料
で

す（
予
約
不
要
、
随
時
入
場
可
）。
 

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　

http://w
w
w
.aichi-fukushi. 

or.jp 
▼
申
込
・
問
合
先
　
社
会
福
祉
法

人
愛
知
県
社
会
福
祉
協
議
会
愛

知
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
（
〒

４
６
０
‐
０
０
０
２
名
古
屋
市

中
区
丸
の
内
２
‐
４
‐
７
愛
知

県
社
会
福
祉
会
館
４
階
q
０
５

２
‐
２
３
１
‐
３
２
２
４
、
5

０
５
２
‐
２
２
２
‐
２
９
１
８
） 

        ●
「
い
の
ち
の
大
切
さ
」
講

座
 

  　
普
段
、
何
気
な
く
生
活
し
て

い
る
私
た
ち
。
し
か
し
、
「
い

の
ち
」
っ
て
す
ご
い
も
の
な
ん

で
す
。
こ
の
講
座
で
は
心
臓
移

植
を
実
際
に
経
験
さ
れ
た
講
師

か
ら
お
話
を
聴
き
ま
す
。
 

▼
と
き
　
１１
月
２７
日
E
午
後
１

時
１０
分
〜
２
時
４０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
南
部
中
学
校
体
育
館
 

▼
定
員
　
５０
人
 

▼
講
師
　
寺
西
成
夫
さ
ん
（
県

立
西
春
高
等
学
校
常
勤
講
師
）
 

▼
受
講
料
　
無
料
 

▼
持
ち
物
　
上
履
き
、
筆
記
用

具
 

▼
申
込
方
法
　
来
所
ま
た
は
、

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
岩
倉
市
社

会
福
祉
協
議
会
（
q
３
７
‐
３

１
３
５
5
３
８
‐
０
０
３
９
）
 

て
ら 

に
し 

し
げ 

お 

 

第１回 

第２回 

第３回 

回数 と　き 内　容 

１１／８（土）午前１０時～ 

１１／１６（日）午前９時～ 

１１／２２（土）午前９時～ 

う
し 

や
ま 

ま
さ 

と 

犬山八曽休養林へマイクロバス 
で観察会 
 

里山・湿地についての事前学習会 

 

五条川の水質調査と学習発表会 
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        ●
６５
歳
節
目
歯
科
健
康
診

　
査
〜
歯
ッ
ス
ル
健
診
〜
 

  　
口
や
体
の
状
態
を
再
確
認

し
、
今
後
の
人
生
を
健
康
に

過
ご
す
た
め
に
役
立
て
ま
し

ょ
う
。
 

▼
と
き
　
下
表
の
と
お
り
 

▼
対
象
　
６５
歳
に
な
る
人
（
昭

和
１８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
〜

昭
和
１９
年
３
月
３１
日
生
ま

れ
）
 

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
 

▼
内
容
　
歯
牙
・
歯
周
診
査
、

歯
の
い
き
い
き
度
測
定
（
口
腔

年
齢
）
、
ペ
リ
オ
ス
ク
リ
ー
ン

（
唾
液
中
の
潜
血
検
査
）
、
口

腔
機
能
チ
ェ
ッ
ク
、
体
力
チ
ェ

ッ
ク
、
認
知
力
チ
ェ
ッ
ク
、
口

臭
測
定
（
希
望
者
）
等
 

▼
健
診
時
間
　
午
後
１
時
〜
２

時
３５
分
（
予
約
さ
れ
た
時
間
に

お
越
し
く
だ
さ
い
）
 

▼
申
込
方
法
　
保
健
セ
ン
タ

ー
で
受
け
付
け
ま
す
（
電
話

可
）
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
保
健
セ
ン

タ
ー
（
q
３
７
‐
３
５
１
１
）
 

  ●
高
血
圧
予
防
の
栄
養
教
室
 

  　
高
血
圧
の
原
因
と
な
る
い
ろ

い
ろ
な
食
習
慣
を
改
善
す
る
コ

ツ
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
 

▼
と
き
　
１２
月
５
日
F
午
前
９

時
３０
分
〜
午
後
零
時
３０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２

階
栄
養
指
導
室
 

▼
内
容
　
話
「
高
血
圧
予
防
の

た
め
の
生
活
改
善
の
ポ
イ
ン

ト
」
、
調
理
実
習
 

▼
対
象
　
市
内
在
住
で
、
高
血

圧
予
防
に
関
心
が
あ
り
、
同
テ

ー
マ
の
栄
養
教
室
に
初
め
て
参

加
す
る
人
（
男
女
は
問
い
ま
せ

ん
）
　
　
　
　
　
　
 

▼
定
員
　
２４
人
（
先
着
順
）
 

▼
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
 

▼
申
込
方
法
　
１１
月
４
日
C
か

ら
受
け
付
け
ま
す
（
電
話
可
）
。
 

▼
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー（
q

３
７
‐
３
５
１
１
） 

  ●
い
き
い
き
女
性
の
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
〜
産
後
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
教
室
〜
 

  　
産
後
は
、
身
体
の
回
復
を
は

か
る
時
期
で
あ
る
と
と
も
に
、

育
児
と
い
う
新
し
い
仕
事
が
増

え
、
精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も

負
担
に
な
り
が
ち
で
す
。
 

　
こ
の
機
会
に
マ
マ
自
身
の
健

康
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。
楽
し
く
運
動
し
て
、

心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま

し
ょ
う
。
 

▼
と
き
　
１１
月
１７
日
B
午
前
１０

時
〜
１１
時
３０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２

階
視
聴
覚
室
 

▼
内
容
　
健
康
ミ
ニ
講
座
、
体

脂
肪
測
定
、
運
動
実
技
（
ス
ト

レ
ッ
チ
、
軽
い
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
） 

▼
講
師
　
水
谷
純
子
さ
ん
（
健

康
運
動
指
導
士
）
 

▼
対
象
　
４
〜
９
か
月
児
の
母

親
 

▼
定
員
　
２０
人
（
先
着
順
）
 

▼
持
ち
物
　
室
内
用
の
靴
、
タ

オ
ル
 

▼
そ
の
他
　
託
児
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
ご

参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
 

▼
申
込
方
法
　
１１
月
５
日
D
か

ら
受
け
付
け
ま
す
（
電
話
可
）
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
保
健
セ
ン

タ
ー
（
q
３
７
‐
３
５
１
１
）
 

  ●
膠
原
病
難
病
患
者
・
家

族
教
室
 

  　
江
南
保
健
所
で
は
、
全
身
性

エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
や
強
皮

症
・
皮
膚
筋
炎
な
ど
の
膠
原
病

難
病
の
患
者
と
家
族
の
人
に
集

ま
っ
て
い
た
だ
く
会
「
ふ
き
の

と
う
」
を
開
催
し
ま
す
。
　
　
 

▼
と
き
　
１１
月
２７
日
E
午
後
２

時
〜
４
時
 

▼
と
こ
ろ
　
江
南
市
民
文
化
会

館
第
一
会
議
室
（
江
南
市
北
野

町
川
石
２５
‐
１
）
 

▼
内
容
　
講
話
「
膠
原
病
に
つ

い
て
〜
病
気
の
基
礎
知
識
と
最

新
ト
ピ
ッ
ク
ス
ま
で
〜
」
 

▼
講
師
　
深
谷
修
作
さ
ん
（
藤

田
保
健
衛
生
大
学
リ
ウ
マ
チ
・

感
染
症
内
科
医
師
）
 

▼
申
込
期
限
　
１１
月
２０
日
E
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
江
南
保
健

所
健
康
支
援
課
地
域
保
健
グ
ル

ー
プ
難
病
担
当
（
q
５
６
‐
２

１
５
７
）
 

        ●
青
少
年
健
全
育
成
県
民

　
運
動
 

       　
日
本
の
未
来
を
担
う
青
少
年

が
、
誇
り
と
自
覚
を
身
に
付
け
、

非
行
に
陥
る
こ
と
な
く
、
豊
か

な
個
性
と
能
力
を
持
っ
た
人
間

に
成
長
す
る
こ
と
は
、
県
民
す

べ
て
の
願
い
で
す
。
 

　
そ
の
た
め
に
、
愛
知
県
で
は

家
庭
、
学
校
、
地
域
等
が
一
体

と
な
り
、
青
少
年
健
全
育
成
県

民
運
動
を
展
開
し
ま
す
。
 

▼
ス
ロ
ー
ガ
ン
　
「
育
て
よ
う

　
自
分
に
勝
て
る
子
　
負
け
な

い
子
」
 

▼
強
調
期
間
　
１１
月
１
日
G
〜

３０
日
A
 

▼
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
生
涯

学
習
係（
q
３
８
‐
５
８
１
９
） 

ふ
か 

し
ゅ
う 

や 

さ
く 

み
ず 

た
に 

じ
ゅ
ん 

こ 

こ
う 

げ
ん 

び
ょ
う 

※都合の悪い場合は他の日程で受診してください。 
※昭和１８年４～９月生まれで、まだ受診されていない人も上記 
の日程で受診できます。 

１１月１７日（月） 

平成２１年１月２８日（水） 

平成２１年３月　９日（月） 

昭和１８年１０・１１月生まれ 

昭和１８年１２月・昭和１９年１月生まれ 

昭和１９年２・３月生まれ 

実施日 対　象 
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  ●
１１
月
９
日
は
「
１
１
９

　
番
の
日
」
 

 　
 

　
１１
月
９
日
は
「
１
１
９
番
の

日
」
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
火
災
や
救
急
で
「
１
１
９

番
」
に
通
報
さ
れ
る
と
き
は
、

気
が
動
転
し
が
ち
で
発
生
場
所

や
状
況
を
正
確
に
伝
え
る
こ
と

は
な
か
な
か
難
し
い
も
の
で
す
。

１
１
９
番
通
報
は
落
ち
着
い
て

正
確
に
し
て
く
だ
さ
い
。
　

「
１
１
９
番
」
に
通
報
さ
れ
る

と
次
の
順
に
聞
い
て
い
き
ま
す
 

①
「
火
災
」
か
「
救
急
」
の
災

害
種
別
 

②
発
生
場
所
ま
た
は
、
目
標
と

な
る
建
物
 

③
火
災
状
況
、
救
急
の
傷
病
者

の
状
態
 

④
通
報
者
の
住
所
、
氏
名
等
 

　
市
内
か
ら
の
携
帯
電
話
に
よ

る
１
１
９
番
通
報
は
、
岩
倉
市

消
防
本
部
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
岩
倉
市
の
境
界
付

近
で
は
電
波
の
状
況
に
よ
り
他

市
の
消
防
本
部
に
つ
な
が
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
 

　
他
市
の
消
防
本
部
に
つ
な
が

っ
た
と
き
は
、
災
害
地
点
が
岩

倉
市
内
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
て

く
だ
さ
い
。
岩
倉
市
消
防
本
部

に
転
送
さ
れ
ま
す
。
再
度
連
絡

す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
た
め
、

通
話
終
了
後
も
電
源
を
切
ら
な

い
で
く
だ
さ
い
。
 

消
防
車
の
サ
イ
レ
ン
に
つ
い
て
 

　
消
防
車
が
緊
急
出
動
す
る
と

き
は
、
火
災
の
と
き
ば
か
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
交
通
事
故
な

ど
の
救
助
出
動
や
油
漏
れ
等
警

戒
出
動
の
ほ
か
、
救
急
隊
か
ら

の
要
請
で
消
防
隊
が
消
防
車
で

支
援
に
向
か
う
場
合
に
は
サ
イ

レ
ン
音
の
み
（
ウ
ー
ウ
ー
）
で

す
。
火
災
の
と
き
に
は
サ
イ
レ

ン
と
警
鐘
（
ウ
ー
ウ
ー
・
カ
ン

カ
ン
）
の
両
方
鳴
ら
し
て
い
ま

す
の
で
「
サ
イ
レ
ン
す
ぐ
火
事

だ
」
と
間
違
い
の
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
 

　
ま
た
、
救
急
車
の
利
用
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
救
急
車
の
適

正
な
利
用
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
 

▼
問
合
先
　
消
防
署
消
防
係

（
q
３
７
‐
５
３
３
３
内
線
１

１
７
）
 

  　
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
交
通
事
故
 

　
高
め
よ
う
モ
ラ
ル
守
ろ
う
ル
ー
ル
 

●
車
に
乗
っ
た
ら
前
も
後

　
ろ
も
、
ま
ず
シ
ー
ト
ベ

　
ル
ト
！
 

  　
後
部
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

を
着
用
し
て
い
な
い
と
、
事
故

の
衝
撃
で
次
の
よ
う
な
危
険
が

あ
り
ま
す
。
 

①
想
像
以
上
の
力
で
前
席
シ
ー

ト
、
天
井
、
ド
ア
等
に
叩
き
つ

け
ら
れ
、
大
き
な
被
害
を
受
け

ま
す
。
 

②
車
の
ガ
ラ
ス
を
突
き
破
り
、

車
外
に
放
り
出
さ
れ
ま
す
。
そ

の
際
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
身
体

を
強
打
し
た
り
、
後
続
車
両
に

ひ
か
れ
る
危
険
も
あ
り
ま
す
。
 

③
後
部
座
席
の
乗
員
が
前
方
へ

飛
び
出
す
こ
と
に
よ
り
、
前
席

乗
員
を
シ
ー
ト
と
エ
ア
バ
ッ
ク

の
間
で
押
し
つ
ぶ
し
た
り
、
頭

部
を
損
傷
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
 

　
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
含
め

た
正
し
い
着
用
が
、
命
を
守
る

第
一
歩
で
す
。
 

▼
問
合
先
　
江
南
警
察
署
交
通

課
（
q
５
６
‐
０
１
１
０
）
 

  ●
放
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間
 

　
〜
困
り
ま
す
！
　
自
転
車
置

き
ざ
り
　
知
ら
ん
ぷ
り
〜
 

  　
近
年
、
自
転
車
は
環
境
に
優

し
い
交
通
手
段
と
し
て
見
直
さ

れ
、
ま
た
健
康
志
向
の
高
ま
り

を
背
景
に
そ
の
利
用
ニ
ー
ズ
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
 

　
そ
の
一
方
で
、
県
内
の
駅
周

辺
に
は
約
３
万
６
千
台
の
放
置

自
転
車
が
あ
り
、
歩
行
者
の
安

全
な
通
行
の
妨
げ
に
な
る
ば
か

り
で
な
く
、
防
災
や
都
市
景
観

な
ど
の
面
か
ら
も
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
通
勤
通
学
に
自
転
車
を
利
用

す
る
人
は
、
専
用
の
自
転
車
置

場
に
正
し
く
停
め
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
 

　
ま
た
、
自
転
車
の
盗
難
も
多

発
し
て
い
ま
す
。
ツ
ー
ロ
ッ
ク

な
ど
の
対
策
を
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
行
政
課
生
活
安
全

係
（
q
３
８
‐
５
８
０
４
）
 

  ●
年
末
特
別
融
資
相
談
会
 

　
 

 　
岩
倉
市
商
工
会
と
日
本
政
策

金
融
公
庫
一
宮
支
店
（
旧
国
民

生
活
金
融
公
庫
一
宮
支
店
）
※

の
共
催
で
、
年
末
資
金
の
ほ
か
、

経
営
多
角
化
・
事
業
転
換
で
第

二
創
業
を
図
る
人
向
け
の
制
度

融
資
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
 

　
申
し
込
み
・
相
談
を
ご
希
望

の
人
は
、
事
前
に
左
記
問
合
先

に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

※
平
成
２０
年
１０
月
１
日
、
国
民

生
活
金
融
公
庫
、
農
林
業
金
融

公
庫
、
中
小
企
業
金
融
公
庫
お

よ
び
国
際
協
力
銀
行
（
国
際
金

融
業
務
）
が
統
合
し
、
新
た
に

日
本
政
策
金
融
公
庫
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
 

▼
と
き
　
１１
月
２０
日
E
午
前
１０

時
〜
午
後
４
時
 

▼
と
こ
ろ
　
岩
倉
市
商
工
会
 

▼
国
の
事
業
ロ
ー
ン（
普
通
貸
付
）
 

・
融
資
額
…
４
千
８
０
０
万
円

以
内
　
 

・
返
済
期
間
…
運
転
資
金
５
年

以
内
、
設
備
資
金
１０
年
以
内
 

・
利
率
…
年
２
・
４
５
㌫
〜（
固

定
）（
１０
月
１０
日
現
在
） 

▼
新
企
業
育
成
貸
付
　
新
事
業

活
動
促
進
資
金
（
経
営
多
角

化
・
事
業
転
換
を
図
る
人
）
 

・
融
資
額
…
７
千
２
０
０
万
円

以
内
 

・
返
済
期
間
…
運
転
資
金
５
年

以
内
、
設
備
資
金
１５
年
以
内
 

・
利
率
…
年
１
・
４
５
㌫
〜（
固

定
）（
１０
月
１０
日
現
在
） 

▼
申
込
・
問
合
先
　
岩
倉
市
商

工
会
（
q
６
６
‐
３
４
０
０
）

日
本
政
策
金
融
公
庫
一
宮
支
店

国
民
生
活
事
業
（
q
０
５
８
６

‐
７
３
‐
３
１
３
１
）
 

  ●
全
国
一
斉
「
女
性
の
人

権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強

化
週
間
 

  　
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
、
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
と
い

っ
た
情
勢
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま

な
人
権
問
題
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。
 

▼
と
き
　
１１
月
１７
日
B
〜
２１
日

け
い 

し
ょ
う 
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F
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
７

時
、
２２
日
G
・
２３
日
A
_
午
前

１０
時
〜
午
後
５
時
 

▼
電
話
番
号
（
全
国
共
通
）
　

q
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０
 

▼
実
施
機
関
　
名
古
屋
法
務
局

愛
知
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
 

▼
問
合
先
　
名
古
屋
法
務
局
人

権
擁
護
部（
q
０
５
２
‐
９
５

２
‐
８
１
１
１
内
線
１
４
７
０
） 

  ●
労
働
時
間
適
正
化
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
月
間
に
係
る

無
料
電
話
相
談
 

  　
１１
月
は
労
働
時
間
適
正
化
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
が
全
国
一
斉
に
行

わ
れ
ま
す
。
 

　
期
間
中
の
１１
月
２２
日
G
午
前

９
時
か
ら
午
後
５
時
に
は
、
愛

知
労
働
局
で
長
時
間
労
働
に
よ

る
健
康
障
害
の
防
止
や
賃
金
不

払
残
業
に
係
る
電
話
無
料
相
談

が
行
わ
れ
ま
す
。
 

▼
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
　
 

q
０
１
２
０
‐
８
９
７
‐
７
１
３
 

  ●
最
低
賃
金
改
正
 

  　
愛
知
県
内
の
す
べ
て
の
事
業

場
で
働
く
常
用
・
臨
時
・
パ
ー

ト
な
ど
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ

る
「
愛
知
県
最
低
賃
金
」
は
、

１０
月
２４
日
か
ら
時
間
額
７
３
１

円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
日
給
制
、
月
給
制
の
労
働
者

の
場
合
は
、
時
間
当
た
り
の
金

額
に
換
算
し
て
最
低
賃
金
の
時

間
額
７
３
１
円
と
比
較
し
ま
す
。
 

ま
た
、
実
際
に
支
払
わ
れ
て
い

る
賃
金
か
ら
次
の
も
の
を
除
外

し
た
賃
金
額
が
最
低
賃
金
額
以

上
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

①
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金

（
結
婚
手
当
等
）
 

②
１
か
月
を
超
え
る
期
間
ご
と

に
支
払
わ
れ
る
賃
金（
賞
与
等
） 

③
時
間
外
労
働
、
休
日
労
働
に

対
す
る
賃
金
 

④
深
夜
労
働
に
対
す
る
割
増
賃

金
 

⑤
精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
お

よ
び
家
族
手
当
 

　
な
お
、
こ
の
ほ
か
、
特
定
の

産
業
で
働
く
労
働
者
に
つ
い
て

は
、
愛
知
県
最
低
賃
金
よ
り
も

金
額
の
高
い
産
業
別
最
低
賃
金

（
８
業
種
）
が
適
用
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
 

だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
江
南
労
働
基
準
監

督
署
（
q
５
４
‐
２
４
４
３
）
 

  ●
献
血
お
よ
び
骨
髄
ド
ナ

　
ー
登
録
に
ご
協
力
を
 

  　
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
、

年
間
を
通
じ
て
献
血
の
ご
協
力
 

を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
 

　
今
回
は
、
骨
髄
ド
ナ
ー
の
登

録
も
あ
わ
せ
て
行
い
ま
す
。
 

　
登
録
の
で
き
る
人
は
、
１８
歳

か
ら
５４
歳
ま
で
の
健
康
な
人
、

骨
髄
提
供
の
内
容
を
十
分
に
理

解
し
て
い
る
人
、
体
重
が
男
性

４５

以
上
・
女
性
４０

以

上
の
人
で
す
。
 

　
わ
が
国
で
は
、
白
血
病
や
再

生
不
能
良
性
貧
血
な
ど
の
血
液

難
病
が
、
毎
年
６
千
人
以
上
も

の
人
に
発
症
し
て
い
ま
す
。
 

　
一
人
で
も
多
く
の
患
者
さ
ん

を
救
う
た
め
に
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
１１
月
９
日
A
 

▼
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
 

▼
受
付
時
間
　
午
前
９
時
〜
午

後
３
時
３０
分
（
ド
ナ
ー
登
録
は

午
後
３
時
ま
で
）
 

▼
協
力
　
岩
倉
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
 

ラ
ブ
 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
献
血
推
進

協
議
会
（
岩
倉
市
社
会
福
祉
協

議
会
内
q
３
７
‐
３
１
３
５
）、

骨
髄
ド
ナ
ー
に
つ
い
て
の
問
い

合
わ
せ
は
江
南
保
健
所
衛
生
課

（
q
５
７
‐
２
１
５
７
）
 

  　
特
別
記
念
事
業
 

●
特
別
慰
労
品
の
贈
呈
 

  　
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
で

は
、
い
ま
だ
請
求
さ
れ
て
い
な

い
恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強
制
抑

留
者
、
引
揚
者
の
「
ご
本
人
」

に
、
『
特
別
慰
労
品
』
を
贈
呈

し
て
い
ま
す
（
ご
遺
族
の
人
は

対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
）。「
引

揚
者
」
は
、
終
戦
の
日
ま
で
引

き
続
き
１
年
以
上
外
地
で
生
活

し
て
い
て
戦
後
引
き
揚
げ
て
き

た
家
族
全
員
が
対
象
で
す
。
 

　
請
求
書
等
は
、
市
役
所
福
祉

課
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。
 

▼
請
求
期
限
　
平
成
２１
年
３
月

３１
日
C
 

▼
問
合
先
　
独
立
行
政
法
人
平

和
祈
念
事
業
特
別
基
金
（
q
０

１
２
０
‐
２
３
４
‐
９
３
３
）
 

 図
書
館
ニ
ュ
ー
ス
 

岩
倉
市
図
書
館
 

q
３
７
‐
６
８
０
４
 

 　
　
　

新
着
図
書
の
紹
介
 

一
般
新
着
図
書
 

・
新
・
介
護
食
レ
シ
ピ
 

多
田
鐸
介
　
著
 

・
毒
の
あ
る
街
 香

納
諒
一
　
著
 

児
童
新
着
図
書
　
 

・
ご
く
ら
く
ち
ょ
う
ち
ょ
 

山
下
明
生
　
文
 

は
ら
だ
た
け
ひ
で
　
絵
 

※
そ
の
他
の
新
着
図
書
に
つ
い

て
は
、
岩
倉
市
図
書
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
（
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
貸
出
中
の
図

書
の
予
約
が
で
き
ま
す
）
。
 

 
人気貸出図書順位 
（７月～８月） 

 ⁄ぼくがラーメンたべてるとき 
　　　　　　　 （長谷川義史） 
¤今日からは、あなたの盲導犬 
　　　　　　 　（日野多香子） 
¤ふしぎなキャンディーやさん 
　　　　 　（みやにしたつや） 
　　　　　ほか３作品が同２位 

 

　不用品データバンクをご活用く
ださい。物品のやりとりは、当事者
間で話し合っていただきます。 
登録物品（９月３０日現在）
s譲ります（有償）　老人の手押
し車、スピーカー、炭、フランスベ
ッド（シングル） 
sあげます（無償）　ジュニアシ
ート、パイプベッド（シングル）、
机付ロフトベッド（木製）、学習机（中
高生用）、介護用電動ベッド、ベビ
ーベッド（柵付） 
s求めます　岩倉幼稚園夏服（女
児用）、岩倉幼稚園体操服（女児用）、
全自動洗濯機、加湿器  
　岩倉市ホームページ（アドレス
裏表紙参照）でも確認できます。
s問合先　商工農政課商工観光係
（q３８－５８１２） 

★不用品データバンク★ 
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　市民相談室は、市役所１階です。個室の相談室とな
っていますので、お気軽にご相談ください。 
　なお、各相談は、正午から午後1時までお昼の休憩
をいただきます。 
■一般相談 
sとき  月～金曜日（祝日、振替休日を除く） 
午前９時～午後４時 
■知的障害者相談 
１１月４日（火）午後１時～４時 
■母子・寡婦就業相談 
１１月７日（金）午前１０時～午後３時３０分 
■消費生活相談 
１１月７日（金）・２１日（金）午後１時～４時 
※消費者トラブル、多重債務問題等に関する相談をお受
けします。お気軽にご相談ください。 
■法律相談（予約制…定員各６人） 
１１月１１日（火）・２６日（水）午後１時～４時 
※毎月１日（土・日曜日、祝日、振替休日は順延）午前９時
から、市民相談室で当月分の予約を受け付けます（先着
順、電話可）。 
■登記相談 
１１月１２日（水）午後１時～４時 
■不動産相談 
１１月１３日（木）午後１時～４時 
■人権相談 
１１月１４日（金）午後１時～４時 
■行政相談 
１１月１４日（金）午後１時～４時 
■女性相談 
１１月１７日（月）午後１時～３時３０分 
■総合福祉相談　 
１１月２１日（金）午後１時～４時 
・身体障害者相談 
・戦没者遺族相談 
■年金相談 
１１月２６日（水）午前１０時～午後３時 
 
●心の相談電話　☎37－7867 
　経験豊かなボランティアが電話で相談をお受けします。
お気軽におかけください。 
sとき　毎週月曜日午前10時～午後4時（祝日、振替
休日を除く） 

お気軽にご相談ください 

市 民 相 談 
市民相談室（☎３８－５８２２） 
 

み な 　 な や む な  

  
●
「
愛
知
県
多
重
債
務
者

相
談
強
化
月
間
」
無
料

相
談
会

  　
サ
ラ
金
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
借

金
で
お
悩
み
の
人
に
、
弁
護
士
、

司
法
書
士
、
相
談
員
な
ど
が
お

答
え
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
 

ま
す
。
 

▼
と
き
　
１１
月
１６
日
A
午
前
１０

時
〜
午
後
３
時
 

▼
会
場
・
問
合
先
 

・
中
央
県
民
生
活
プ
ラ
ザ
（
名

古
屋
市
中
区
三
の
丸
３
‐
１
‐

２
自
治
セ
ン
タ
ー
１
階
q
０
５

２
‐
９
６
２
‐
５
１
０
０
）
 

・
尾
張
県
民
生
活
プ
ラ
ザ
（
一

宮
市
本
町
４
‐
３
‐
１
ル
ボ
・

テ
ン
サ
ン
ビ
ル
４
階
q
０
５
８

６
‐
７
１
‐
５
９
０
０
）
 

▼
相
談
方
法
　
電
話
ま
た
は
、

面
談
 

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　

h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.a
ic
h
i.jp

/ke
n
m
in
/s
h
o
h
is
e
ika
ts
u

/in
d
e
x.h
tm
l

 

 　
東
海
税
理
士
会
小
牧
支
部
 

●
「
税
を
考
え
る
週
間
」

無
料
税
務
相
談

 
東
海
税
理
士
会
小
牧
支
部
で

は
、
「
税
を
考
え
る
週
間
」
の

協
賛
行
事
と
し
て
、
支
部
所
属

の
税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相

談
を
開
催
し
ま
す
。
　
　
　
　

▼
と
き
　
１１
月
１０
日
B
〜
１６
日

A
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時
 

▼
と
こ
ろ
　
東
海
税
理
士
会
小

牧
支
部
事
務
局
（
小
牧
市
中
央
 

１
‐
３
４
６
木
津
用
水
会
館
２

階
）
 

※
駐
車
場
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

近
く
の
小
牧
市
営
駐
車
場
（
有

料
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
　

▼
問
合
先
　
東
海
税
理
士
会
小

牧
支
部
事
務
局
（
q
０
５
６
８

‐
７
２
‐
９
７
１
２
）
 

  ●
教
育
相
談

  　
不
登
校
や
い
じ
め
、
学
校
や

家
庭
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩

み
ご
と
を
持
つ
保
護
者
な
ど
を

対
象
に
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

▼
と
き
　
毎
週
火
・
木
曜
日
午

後
１
時
〜
４
時
 

▼
と
こ
ろ
　
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
「
く
す
の
き
の
家
」
適
応
指

導
教
室
お
お
く
す
相
談
室
（
中

本
町
西
出
口
１５
‐
１
）
 

▼
相
談
員
　
火
曜
日
…
山
田
和

行
さ
ん
（
元
適
応
指
導
教
室

長
）
、
木
曜
日
…
ハ
ー
ブ
の
会

相
談
員
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
）
 

▼
そ
の
他
　
電
話
で
の
相
談
も
 

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
 

　
な
お
、
予
約
さ
れ
た
人
が
優

先
と
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
 

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
適
応
指
導
教
室

（
q
３
８
‐
０
３
０
０
）
　
　
 

契約金額(円) 

 

や
ま 

だ 

か
ず 

ゆ
き 

工事名等 工事場所等 契約業者名 期　間 

入札結果  （９月１８日） 

市営大山寺住宅１棟防水修繕 

史跡公園保管庫設置工事 

一宮春日井線都市下水路布設工事 

新柳用排水路改修工事 

岩倉団地給水塔耐震補強工事 

大山寺町前畑２ 

大地町野合５１番地 

中野町地内外 

西市町地内 

東新町釜之口４-１ 

浅井ペイント㈱ 

竹内建築㈱ 

栗本土木㈱ 

関戸工業㈱ 

㈱中村工務店 

９/２４～１１/２１ 

９/２４～１１/２１ 

９/２６～H２１/３/１９ 

９/２６～H２１/１/２３ 

９/２６～H２１/３/９ 

２,４１１,８５０ 

１,４１７,５００ 

３５,２８０,０００ 

８,０３２,５００ 

２０,４７５,０００ 
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こ し ふる ぎ ひ 

がつ し よう ぶん すい どう りょう きん いち ぶ かい てい 

Sera revisada uma parte da taxa do abastecimento de água
utilizada à partir do mês 12.
12月使用分から水道料金が一部改定されます 
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避難するとき 

安全に避難するために気をつけたいこと 
１　避難する前にもう一度火元の点検をする。 
２　避難先や安否情報を書いた連絡メモを残して
おく。 

３　安全な服を着る、頭や手足の保護も忘れずに。 
４　荷物は必要最小限にまとめる。 
５　お年寄りや子どもは手をしっかりにぎる。 
６　できるだけ歩いて避難する。 
７　塀ぎわ、狭い道、川のそばはできるだけさけ
る。 

８　車の運転中はキーはつけたままでドアロック
もしない（車検証などの貴重品を忘れずに）。 

避難するときは安全な服装で 
１　ヘルメットや防災ずきんをかぶる。 
　　（頭を落下物からまもる） 
２　服は長そで、長ズボンを着用する。 
　　（材質は燃えにくい木綿製のものを） 
３　非常持ち出し品はリュックサックに入れて背
負う。 

　　（両手はいつでも使えるように） 
４　軍手（手袋）を使用する。 
　　（ガラスの破片などによる手のケガを防ぐ） 
５　靴は底の厚い丈夫なものをはく。 
　　（ガラスの破片などによる足のケガを防ぐ） 

　これからだんだんと寒くなってきます。寒くなると電気カーペットやこたつが必需品になってきま
す。そんな電気カーペットやこたつを使うときにもちょっとした工夫でエコになります。 
 
　電気カーペットを床にじかに敷くのではなく、下に断熱
マットを敷くとカーペットの熱が床に逃げにくくなり暖房
効率が上がります。 
　こたつはおもに腰から下を暖めてくれる暖房機器です。
寒くなりがちな上半身は１枚、カーディガンなどの上着を
羽織るなど細かな工夫をするだけで効果があがります。 
　その他にもこたつ布団に上掛けや敷き布団をあわせて使
うと熱が逃げにくくなりさらに効果的です。 

こたつ布団に、上掛けと敷き布団をあわせて使う 
　年間で電気３２.４８kWhの省エネ、約７１０円の節約、
ＣＯ２が１３.３kg削減できます。 
※こたつ布団だけの場合と、こたつ布団に上掛けと敷き布
団を併用した場合の比較（１日５時間使用） 
 

知っておきたい防災知識

岩倉防災リーダーの会　栗原勇吉 
くり はら ゆう きち 

　地震など、災害が発生した時には、市役所などから避難指示の出ることがあります。そんな時どうした 
らいいでしょう？ 

「自分の命は自分で守る」ということをしっかりと 
頭に入れて行動したいものです。 

★電気…電気器具のコードはコンセントから抜き、ブレーカを切る。 
★電話…受話器がはずれていないか確認する。 
★ガス…ガス栓、器具栓をしめる。 

※出典（財）省エネルギーセンター 
　　　「家庭の省エネ大事典２００８年版」 
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広報に掲載したあなたの写真をさしあげます。　●申込先  企画課広報広聴係（☎38-5802）まで。 

安 全運転、おねがいします！ 
交通安全・防犯街頭啓発活動 

【競技結果】 
区対抗リレー
　優　勝　大地町
　第２位　八剱町
　第３位　西市町

少年区対抗リレー（男子）
　優　勝　神野町
　第２位　八剱町
　第３位　下本町

少年区対抗リレー（女子）
　優　勝　下本町
　第２位　西市町
　第３位　大地町

職場・グループ対抗リレー（男子）
　優　勝　岩倉ＦＤ
　第２位　岩倉市消防団
　第３位　岩倉市役所

職場・グループ対抗リレー（女子）
　優　勝　岩倉市サッカー協会
　第２位　岩倉ＦＶＩ
　第３位　岩倉市バレーボール協会

職場・グループ対抗綱引き
　優　勝　石仏自警団
　第２位　尾張岩倉新溝梶方會
　第３位　稲荷昭和会

にいみぞかじかたかい 

　９月２６日、秋の交通安全県民運動期間（９月２１日～３０日）
にあわせて、岩倉市児童館母親クラブの会員１５人と児童４０人
により江南警察署の協力のもと、交通安全・防犯街頭啓発活動が
行われました。 
　参加した子どもたちは「安全運転、おねがいします！」と大き
な声でドライバーに呼びかけて、防犯チラシやマスコットなどの
啓発物品を手渡してくれました。ドライバーも「ありがとう」と
笑顔で受け取り、安全運転を約束してくれました。 

第４１回岩倉市民体育祭第４１回岩倉市民体育祭第４１回岩倉市民体育祭第４１回岩倉市民体育祭

　１０月５日、岩倉北小学校グラウンドで市民体育祭が開催され、多く
の市民の皆さんが競技に参加し、熱戦を繰り広げました。
　競技結果は、次のとおりです。
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★離乳食教室 
★１歳６か月児健康診査 
分別収集／八剱町・井上町・神野町・石仏町 
古紙と古着の日／中本町・東町・中野町・鈴井町 

11月のカレンダー

野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道 

★乳幼児健康相談 
★３歳児健康診査 
分別収集／大地町・大地新町・中央町・南新町・川井町・北島町・野寄町 
古紙と古着の日／泉町・西市町・本町・宮前町・栄町一丁目 

野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道 
古紙と古着の日／東新町（岩倉団地） 

分別収集／東新町（岩倉団地） 

★印は、保健センターで行います。休日急病診療の担当医は、 
　変更する場合があります。 
※毎週金曜日（祝日除く）は、市民窓口課の証明発行業務を 
　午後７時まで延長しています。 

●発行／岩倉市役所

〒４８２-８６８６  愛知県岩倉市栄町一丁目６６番地

☎０５８７-６６-１１１１（代表）　　０５８７-６６-６１００

●編集／総務部企画課広報広聴係

●毎月2回 1日・15日発行

●岩倉市ホームページアドレス

http://www.city.iwakura.aichi.jp/ 

●岩倉市Eメールアドレス（代表）

koho.prsec@city.iwakura.aichi.jp

岩倉市の人口／48,961人（＋16人）

            男性／24,356人（＋11人） 

            女性／24,605人（＋5人） 

         世帯数／20,464世帯（＋2世帯）

        （10月１日現在、（ ）内は前月１日現在との比較） 

救急医療情報センター
　　☎0586-72-1133
　休日急病診療所
　　☎66-4708
受付　9：00～11：30
　　 13：00～16：30
消防テレホンサービス 
　　☎38-3119

この印刷は環境にやさしい大豆インキを使 
用しています 

この紙は環境を配慮し、再生紙を使用しています。 

いわくら市民ふれ愛まつり２００８（総合体育文化センター 
と駐車場） 
野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道 

★ポリオ 
野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道 

★２歳児歯科健康診査 

★母子健康手帳の交付 
★ポリオ 

いわくら市民ふれ愛まつり２００８（総合体育文化センター 
と駐車場） 
　休日急病診療（日比野充伸　名草クリニック） 
※市役所市民スペースはお休みです。 

文化の日 
　休日急病診療（清水美仁　しみず眼科クリニック） 
※市役所市民スペースはお休みです。 

　休日急病診療（石黒義章　いわくら整形外科クリニック） 

Departamento de Informações（１９） 

　いつもにこにこ笑顔の沙良ち
ゃん。絵本とおしゃべりと食べ
ることが大好きな沙良ちゃん。 
　地域のたくさんの人に支えら
れ、育てられ、いっぱいの愛情を
受けてあっという間に１歳の誕
生日を迎えました。 
　パパとママとお姉ちゃんとゆ
っくり家族の絆を深めていこうね。 
 

●お父さん・お母さんの一言

　明るく元気な麻那ちゃんは歌
とダンスが大好き。毎日保育園
から帰ると歌やおどりを見せて
くれます。その日の出来事を目
をキラキラさせながら話してく
れる麻那ちゃん。いつもママの
お手伝いありがとう。おじいち
ゃんもおばあちゃんもみんな麻
那ちゃんが大好きだよ。これか
らもみんなに愛される優しい女
の子になっていってね。 

●おじいちゃん・おばあちゃんの一言

こ じま さ ら くり はら ま な 

★母子健康手帳の交付 
★BCG

★健康チェック 
★ポリオ 
野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道 

分別収集／曽野町・稲荷町・大山寺町・大山寺元町・大山寺本町 
・五条町・大市場町 
古紙と古着の日／下本町・昭和町・旭町・栄町二丁目・新柳町 


